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(57)【要約】
　本発明は、湿気硬化性シリコーン／非シリコーンの縮合硬化を加速する非スズ金属促進
剤を含む硬化性組成物を提供する。詳細には、本発明は、シーラントおよびＲＴＶ調合物
における有機スズの置き換えとして特に適切であるアミド化合物を含む促進剤を提供する
。さらに、アミド化合物を用いる組成物は、ＤＢＴＤＬなどの有機スズに匹敵するかまた
はより優れ、組成物の硬化特性の調整または調節を可能にする成分の存在下で一定の挙動
を示し、良好な接着および貯蔵安定性を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化性ポリマー組成物を形成するための組成物であって、
　（Ａ）少なくとも反応性シリル基を有するポリマー；
　（Ｂ）架橋剤または鎖伸長剤；
　（Ｃ）アミド化合物を含む縮合促進剤；
　（Ｄ）必要に応じて接着促進剤；
　（Ｅ）必要に応じて充填剤成分；
　（Ｆ）必要に応じて硬化修飾剤；
　（Ｇ）必要に応じて有機官能性シリコン化合物、低分子量有機ポリマー、高沸点溶媒、
またはその２種以上の組み合わせ；および
　（Ｈ）必要に応じて補助成分
を含む組成物。
【請求項２】
　前記アミド化合物が、式：
Ｒ17

nＪ（Ｏ）xＮＲ18Ｒ19（７）
［式中、Ｊは、炭素、リンおよび硫黄から選ばれ；Ｊが炭素またはリンの場合、ｘは１で
あり；Ｊが硫黄である場合、ｘは２であり；ＪがＣである場合、ｎは１であり；ＪがＰで
ある場合、ｎは２であり、Ｒ17、Ｒ18およびＲ19は、水素、アルキル、置換アルキル、ア
ルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、炭素環、複素環、アリール、
ヘテロアリール、置換オルガノシランまたは置換オルガノシロキサンから独立して選ばれ
る。］のものである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Ｒ17、Ｒ18およびＲ19が、置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ1－Ｃ30アルキル
；置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ18アルケニル；置換もしくは非置換、
分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ18アルキニル；－（ＯＣＨ2ＣＨ2）1-15ＯＨ；－（ＯＣ3Ｈ6）1

-15ＯＨ；置換もしくは非置換、飽和もしくは不飽和の炭素環もしくは複素環；または置
換もしくは非置換のアリールもしくはヘテロアリールから独立して選ばれる、請求項２に
記載の組成物。
【請求項４】
　Ｊが炭素であり、Ｒ17、Ｒ18およびＲ19が、置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ

1－Ｃ30アルキル；置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ18アルケニル；置換も
しくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ18アルキニル；－（ＯＣＨ2ＣＨ2）1-15ＯＨ；
－（ＯＣ3Ｈ6）1-15ＯＨ；置換もしくは非置換、飽和もしくは不飽和の炭素環もしくは複
素環；または置換もしくは非置換のアリールもしくはヘテロアリールから独立して選ばれ
る、請求項２に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ポリマー（Ａ）１００重量部当たり約０．０００１～約１０重量部の促進剤（Ｃ）
を含む、請求項１から４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　成分１００部当たり約０．００５～約０．０５重量部の促進剤（Ｃ）を含む、請求項１
から４のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　前記促進剤（Ｃ）がスズを実質的に含まない、請求項１から６のいずれかの組成物。
【請求項８】
　前記ポリマー（Ａ）が、式（１）：
　［Ｒ1

cＲ
2
3-cＳｉ－Ｚ－］n－Ｘ－Ｚ－ＳｉＲ1

cＲ
2
3-c （１）

［式中、Ｘは、ポリウレタン；ポリエステル；ポリエーテル；ポリカルボナート；ポリオ
レフィン；ポリエステルエーテル；ならびにＲ3ＳｉＯ1/2、Ｒ2ＳｉＯ、ＲＳｉＯ3/2およ
び／またはＳｉＯ2の単位を有するポリオルガノシロキサンから選ばれ；ｎは０から１０



(3) JP 2016-527344 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

０であり；ｃは０から２であり；ＲおよびＲ1は、同じＳｉ原子で同一でも異なっていて
もよく、Ｃ1－Ｃ10アルキル；１個または複数のＣｌ、Ｆ、Ｎ、ＯまたはＳで置換された
Ｃ1－Ｃ10　アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ16アルキルアリール；Ｃ7－Ｃ16アリールアル
キル；Ｃ2－Ｃ4ポリアルキレンエーテル；またはその２種以上の組み合わせから選ばれ、
Ｒ2は、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ2－Ｃ18アルコキシアルキル、オキシモアルキル、
エノキシアルキル、アミノアルキル、カルボキシアルキル、アミドアルキル、アミドアリ
ール、カルバマトアルキル、またはその２種以上の組み合わせから選ばれ；Ｚは、結合、
Ｃ1－Ｃ8アルキレンの群から選択される二価単位、またはＯである。］を有する、請求項
１から７のいずれかに記載のポリマー組成物。
【請求項９】
　前記ポリマー成分（Ａ）が式（２）：
　Ｒ2

3-cＲ
1
cＳｉ－Ｚ－［Ｒ2ＳｉＯ］x［Ｒ1

2ＳｉＯ］y－Ｚ－ＳｉＲ1
cＲ

2
3-c （２）

［式中、ｘは０～１０，０００であり；ｙは０～１０，０００であり；ｃは０～２であり
；Ｒはメチルであり；Ｒ1は、Ｃ1－Ｃ10アルキル；１個または複数のＣｌ、Ｆ、Ｎ、Ｏま
たはＳで置換されたＣ1－Ｃ10アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ16アルキルアリール；Ｃ7－
Ｃ16アリールアルキル；Ｃ2－Ｃ4ポリアルキレンエーテル；またはその２種以上の組み合
わせから選ばれ、他のシロキサン単位が１０ｍｏｌ％未満の量で存在してもよく、好まし
くはメチル、ビニル、フェニルであり；Ｒ2は、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ2－Ｃ18ア
ルコキシアルキル、オキシモアルキル、オキシモアリール、エノキシアルキル、エノキシ
アリール、アミノアルキル、アミノアリール、カルボキシアルキル、カルボキシリール、
アミドアルキル、アミドアリール、カルバマトアルキル、カルバマトアリール、またはそ
の２種以上の組み合わせから選ばれ；Ｚは－Ｏ－、結合または－Ｃ2Ｈ4－である。］を有
する、請求項１から７のいずれかに記載のポリマー組成物。
【請求項１０】
　ポリマー（Ａ）が、シリル化ポリウレタン（ＳＰＵＲ）、シリル化ポリエステル、シリ
ル化ポリエーテル、シリル化ポリカルボナート、ポリエチレン様のシリル化ポリオレフィ
ン、ポリプロピレン、シリル化ポリエステルエーテルおよびその２種以上の組み合わせか
ら選ばれる、請求項１から８のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　前記架橋剤（Ｂ）が、アルコキシシラン、アルコキシシロキサン、オキシモシラン、オ
キシモシロキサン、エノキシシラン、エノキシシロキサン、アミノシラン、アミノシロキ
サン、カルボキシシラン、カルボキシシロキサン、アルキルアミドシラン、アルキルアミ
ドシロキサン、アリールアミドシラン、アリールアミドシロキサン、アルコキシアミノシ
ラン、アルキルアリールアミノシロキサン、アルコキシカルバマトシラン、アルコキシカ
ルバマトシロキサン、およびその２種以上の組み合わせから選ばれる、請求項１から１０
のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　前記架橋剤成分（Ｂ）が、オルトケイ酸テトラエチル（ＴＥＯＳ）；メチルトリメトキ
シシラン（ＭＴＭＳ）；メチルトリエトキシシラン；ビニルトリメトキシシラン；ビニル
トリエトキシシラン；メチルフェニルジメトキシシラン；３，３，３－トリフルオロプロ
ピルトリメトキシシラン；メチルトリアセトキシシラン；ビニルトリアセトキシシラン；
エチルトリアセトキシシラン；ジ－ブトキシジアセトキシシラン；フェニルトリプロピオ
ンオキシシラン；メチルトリス（メチルエチルケトオキシモ）シラン；ビニルトリス（メ
チルエチルケトオキシモ）シラン；３，３，３－トリフルオロプロピルトリス（メチルエ
チルケトオキシモ）シラン；メチルトリス（イソプロペンオキシ）シラン；ビニルトリス
（イソプロペンオキシ）シラン；ポリケイ酸エチル；ジメチルテトラアセトキシジシロキ
サン；オルトケイ酸テトラ－ｎ－プロピル；メチルジメトキシ（エチルメチルケトオキシ
モ）シラン；メチルメトキシビス（エチルメチルケトオキシモ）シラン；メチルジメトキ
シ（アセトアルドキシモ）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－メチルカルバマト）シラン；
エチルジメトキシ（Ｎ－メチルカルバマト）シラン；メチルジメトキシイソプロペンオキ
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シシラン；トリメトキシイソプロペンオキシシラン；メチルトリイソプロペンオキシシラ
ン；メチルジメトキシ（ブタ－２－エン－２－オキシ）シラン；メチルジメトキシ（１－
フェニルエテンオキシ）シラン；メチルジメトキシ－２－（１－カルボエトキシプロペン
オキシ）シラン；メチルメトキシジ（Ｎ－メチルアミノ）シラン；ビニルジメトキシ（メ
チルアミノ）シラン；テトラ－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノシラン；メチルジメトキシ（メチ
ルアミノ）シラン；メチルトリ（シクロヘキシルアミノ）シラン；メチルジメトキシ（エ
チルアミノ）シラン；ジメチルジ（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）シラン；メチルジメトキシ
（イソプロピルアミノ）シラン；ジメチルジ（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）シラン；エチル
ジメトキシ（Ｎ－エチルプロピオンアミド）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－メチルアセ
トアミド）シラン；メチルトリス（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；エチルジメトキシ
（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルトリス（Ｎ－メチルベンズアミド）シラン；
メチルメトキシビス（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルジメトキシ（カプロラク
タモ）シラン；トリメトキシ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルジメトキシ（エ
チルアセトイミダト）シラン；メチルジメトキシ（プロピルアセトイミダト）シラン；メ
チルジメトキシ（Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－トリメチルウレイド）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ
－アリル－Ｎ’，Ｎ’－ジメチルウレイド）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－フェニル－
Ｎ’，Ｎ’－ジメチルウレイド）シラン；メチルジメトキシイソシアナトシラン；ジメト
キシジイソシアナトシラン；メチルジメトキシイソチオシアナトシラン；メチルメトキシ
ジイソチオシアナトシラン、その縮合物、またはその２種以上の組み合わせから選ばれる
、請求項１から９のいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
　接着促進剤成分（Ｄ）を含む、請求項１から１２のいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　前記接着促進剤が、（アミノアルキル）トリアルコキシシラン、（アミノアルキル）ア
ルキルジアルコキシシラン、ビス（トリアルコキシシリルアルキル）アミン、トリス（ト
リアルコキシシリルアルキル）アミン、トリス（トリアルコキシシリルアルキル）シアヌ
ラート、トリス（トリアルコキシシリルアルキル）イソシアヌラート、（エポキシアルキ
ル）アルキルジアルコキシシラン、（エポキシアルキル）トリアルコキシシラン、または
その２種以上の組み合わせから選ばれる、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　充填剤成分（Ｅ）を含む、請求項１から１４のいずれかに記載の組成物。
【請求項１６】
　リン酸エステル、ホスホン酸エステル、ホスホン酸、亜リン酸、ホスファイト、亜ホス
ホン酸エステル、スルファート、スルファイト、擬似ハロゲニド、カルボン酸、アルキル
スルホン酸、アリールスルホン酸、無機酸、アミン、グアニジン、アミジン、無機塩基、
またはその２種以上の組み合わせから選ばれる、少なくとも１つの成分（Ｆ）を含む、請
求項１から１５のいずれかに記載の組成物。
【請求項１７】
　有機官能性シリコン化合物が、式：
ＭＤhＤ’kＴzＴ’jＭ
［式中、ＭはＲ6

3ＳｉＯ1/2であり；ＤはＲ7
2ＳｉＯ2/2であり；Ｄ’はＲ8

2ＳｉＯ2/2で
あり、ＴはＲ9ＳｉＯ3/2であり；Ｔ’はＲ10ＳｉＯ3/2であり；Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9およ
びＲ10は、水素および一価有機基、例えば、アルキル基、ヘテロアルキル基、アルケニル
基、ヘテロアルケニル基、シクロアルキル基、ヘテロシクロアルキル、アリール基、ヘテ
ロアリール基、アリールオキシ基、アラルキル基、ヘテロアラルキル基、アルキルアリー
ル基、ヘテロアルキルアリール基、エポキシ基、アミノ基、メルカプト基、ポリアルキレ
ンオキシド基、シリコン含有アルキル基、シリコン含有アリール基、アルキル、アリール
、アルキルアリール、または少なくとも２個のＲ6、２個のＲ7もしくは２個のＲ8基によ
って形成されたアラルキルブリッジから独立して選ばれ；ｈ、ｋ、ｚおよびｊは、前記有
機官能性シリコン化合物の粘度が２５℃で約１センチストーク（ｃＳｔ）～２５℃で約２
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ばれる、請求項１から１６のいずれかに記載の組成物。
【請求項１８】
　前記有機官能性基Ｒ6－Ｒ10が、Ｃ１－Ｃ１３アルキル基、Ｃ１－Ｃ１３アルコキシ基
、Ｃ２－Ｃ１３アルケニル基、Ｃ２－Ｃ１３アルケニルオキシ基、Ｃ３－Ｃ６シクロアル
キル基、Ｃ３－Ｃ６シクロアルコキシ基、Ｃ６－Ｃ１４アリール基、Ｃ６－Ｃ１０アリー
ルオキシ基、Ｃ７－Ｃ１３アラルキル基、Ｃ７－Ｃ１３アラルコキシ基、Ｃ７－Ｃ１３ア
ルキルアリール基、Ｃ７－Ｃ１３アルキルアリールオキシ基およびＣ２－Ｃ８エーテル基
またはその２種以上の組み合わせから独立して選ばれる、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記有機官能性シリコン化合物が式：
【化１】

　のものである、請求項１７に記載の組成物。
【請求項２０】
　Ｒ6の少なくとも１つが、アルキル、アリール、ヘテロアラルキル、アルコキシおよび
エーテル基から独立して選ばれる、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　少なくとも１つのＲ6基が、式：

【化２】

　［式中、Ｒ11は結合または二価炭化水素であり、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15およびＲ16は
、水素、ヒドロキシ、アルキル、ヘテロアルキル、アルコキシ、アルケニル、ヘテロアル
ケニル、アルケニルオキシ、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、シクロアルコキシ
、アリール、ヘテロアリール、アリールオキシ、アラルキル、ヘテロアラルキル、アルキ
ルアリール、ヘテロアルキルアリール、アルキルアリールオキシ、アルキル、アラルキル
、アルキルアルコキシ、ジアルコキシ、ヘテロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロアラル
キル、またはＲ12－Ｒ13、Ｒ13－Ｒ14、Ｒ14－Ｒ15およびＲ15－Ｒ16の１つもしくは複数
によって形成されたヘテロアルキルアリールブリッジ、またはその２種以上の組み合わせ
から独立して選ばれる。］の有機官能性基を含む、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記有機官能性シリコン化合物が、式：



(6) JP 2016-527344 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

【化３】

　［式中、他のＲ6は、アルキル、アルコキシ、アルケニル、アルケニルオキシ、シクロ
アルキル、シクロアルコキシ、アリール、アリールオキシ、アラルキル、アルキルアリー
ルおよびアルキルアリールオキシから独立して選ばれる。］のものである、請求項１９に
記載の組成物。
【請求項２３】
　前記有機官能性シリコン化合物が、式：

【化４】

　のものである、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記有機官能性シロキサンが、式：
【化５】

　のものである、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２５】
　（Ｇ）が、反復エーテル連結－Ｒ－Ｏ－Ｒ－を含有し、末端官能基として２個以上のヒ
ドロキシル基を有するポリエーテルポリオールから選ばれる低分子量有機ポリマー、およ
び／または約１５０℃以上の沸点を有する高沸点溶媒を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２６】
　成分（Ａ）１００重量部当たり約０．１～約１０重量部の量の前記有機官能性シリコン
化合物、高沸点溶媒および／または低分子量有機ポリマーを含む、請求項１から２５のい
ずれかに記載の組成物。
【請求項２７】
　一液型組成物である、請求項１から２６のいずれかに記載の組成物。
【請求項２８】
　（ｉ）前記ポリマー成分（Ａ）、必要に応じて充填剤成分（Ｅ）、および必要に応じて
酸性化合物（Ｆ）を含む第１の部分；または（ｉ）前記ポリマー成分（Ａ）、必要に応じ
て前記充填剤成分（Ｅ）、および必要に応じて前記架橋剤（Ｂ）を含む第１の部分；なら
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びに（ｉｉ）前記架橋剤（Ｂ）、前記硬化促進剤（Ｃ）、接着促進剤（Ｄ）、前記酸性化
合物（Ｆ）および有機官能性シラン／シロキサン（Ｇ）を含む第２の部分を含む二液型組
成物であり、前記成分（ｉ）および（ｉｉ）の混合による硬化に適用されるまで（ｉ）お
よび（ｉｉ）は別々に貯蔵される、請求項１から２６のいずれかに記載の組成物。
【請求項２９】
　（ｉ）前記ポリマー成分（Ａ）、必要に応じて接着促進剤（Ｄ）、および必要に応じて
酸性化合物（Ｆ）を含む第１の部分；ならびに（ｉｉ）前記硬化促進剤（Ｃ）、少なくと
も１個の水素を有する有機官能性シラン／シロキサン（Ｇ）、および必要に応じてヒドリ
ド官能性架橋剤（Ｂ）を含む第２の部分を含む二液型組成物である、請求項１から１６の
いずれかに記載の組成物。
【請求項３０】
　請求項１から２９のいずれかに記載の前記組成物または方法から形成された硬化ポリマ
ー。
【請求項３１】
　エラストマーシール、熱硬化性樹脂シール、接着剤、被膜、封止剤、成形物品、型また
は印象材の形態をしている、請求項３０に記載の硬化ポリマー。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は、「湿気硬化性組成物」と題する２０１３年７月２日に出願された米国特許仮
出願第６１／８４２，２０５号明細書の利益を主張し、これはその全体が参照によって本
明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、反応性シリル基を有する硬化性ポリマーを含む硬化性組成物に関する。詳細
には、本発明は、有機スズまたは他の金属触媒の代替として金属を含まない触媒系を含む
硬化性組成物を提供する。
【背景技術】
【０００３】
　反応性シリル基を有するポリマーまたはそのようなポリマーを含む組成物は、水および
有機金属の触媒の存在下で加水分解し縮合することができる。硬化性組成物に適する公知
の触媒は、Ｓｎ、Ｔｉ、ＺｎまたはＣａなどの金属を用いる有機金属化合物を含む。例え
ば、ジブチルスズジラウラート（ＤＢＴＤＬ）などの有機スズ化合物は、ＲＴＶ－１およ
びＲＴＶ－２調合物を含む室温加硫（ＲＴＶ）調合物などの幾つかの様々なポリオルガノ
シロキサンおよび反応性末端シリル基を有する非シリコーンポリマーの湿気支援硬化を加
速する縮合硬化触媒として広く使用されている。しかし、環境規制当局および指令は、調
合された製品中の有機スズ化合物の使用上の制限を強めてきたか、または強めると予想さ
れる。例えば、０．５重量％を超えるジブチルスズを含む調合物は、現在、生殖ＩＢ類の
毒性表示を必要とするが、ジブチルスズ含有調合物は、消費者用途において次の２から３
年間で段階的に完全になくすことが提案されている。
【０００４】
　ジオクチルスズ化合物およびジメチルスズ化合物などの代替有機スズ化合物は、短期の
矯正的計画としてのみ考慮することができ、これらの有機スズ化合物も将来規制される可
能性がある。スズ触媒の代替として、湿気硬化性シリコーンおよび非シリコーンの縮合硬
化を加速する非Ｓｎ金属系触媒を特定する努力が払われている。望ましくは、有機スズ触
媒の代替品は、硬化、貯蔵および外観の点で有機スズ化合物に類似した特性を示す必要が
ある。非スズ触媒もまた、望ましくは、選択されたポリマーの縮合反応を開始させ、表面
のこの反応を完了し、所望の時間計画中にバルク中にあってもよい。そのため、他の有機
金属化合物による有機金属のスズ化合物の置き換えについて多数の提案がある。これらの
化合物は、Ｃａ、Ｃｅ、Ｂｉ、Ｆｅ、Ｍｏ、Ｍｎ、Ｐｂ、Ｔｉ、Ｖ、ＺｎおよびＹなどの
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金属を含む。これらの金属はすべて、スズ化合物の完全な置き換えの点では、特定の利点
および欠点を有する。そのため、数種の基材の表面に接着する能力を維持するための未硬
化および硬化組成物の挙動を含む縮合硬化反応に適する触媒として可能な金属化合物の弱
点を克服する必要性がなお存在する。有機スズ化合物の置き換えにおいて解決することが
必要な別の問題は、密封カートリッジ中の貯蔵後、（湿分または環境空気に曝露されたと
き）反応性組成物が硬化する能力を維持することである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、シリル含有ポリマーおよび無毒な縮合硬化促進剤を含み、スズを含まない硬
化性組成物を提供する。一実施形態において、本発明は、縮合硬化促進剤としてアミド化
合物を用いる硬化性組成物を提供する。
【０００６】
　一実施形態において、硬化性組成物は、（Ａ）少なくとも反応性シリル基を有するポリ
マー；（Ｂ）架橋剤または鎖伸長剤；および（Ｃ）アミド化合物を含む縮合硬化促進剤を
含む。一実施形態において、アミドは、式：
Ｒ17

nＪ（Ｏ）xＮＲ18Ｒ19 （６）
［式中、Ｊは、炭素、リンおよび硫黄から選ばれ；Ｊが炭素またはリンの場合、ｘは１で
あり；Ｊが硫黄である場合、ｘは２であり；Ｒ17、Ｒ18およびＲ19は、アルキル、置換ア
ルキル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、炭素環、複素環、
アリール、ヘテロアリール、置換オルガノシランまたは置換オルガノシロキサンから独立
して選ばれる。］のものである。
【０００７】
　一実施形態において、硬化性組成物は、ポリマー（Ａ）１００重量部当たり約０．００
０１～約１０重量部（「ｐｔ．ｗｔ．」）の促進剤（Ｃ）を含む。別の実施形態において
、硬化性組成物は、ポリマー（Ａ）１００部当たり約０．００５～約０．０５重量部の促
進剤（Ｃ）を含む。
【０００８】
　一態様において、本発明は、バルクを通して硬化する比較的短い指触乾燥時間、ならび
にカートリッジ中で（すなわち湿分のない状態で）長い貯蔵安定性を示す硬化性組成物を
提供する。アミド化合物は、予想外にも、有機スズ化合物と同様またははるかに良好な硬
化挙動を示すことが見いだされ、したがって、ＲＴＶ－１およびＲＴＶ－２調合物などに
おいて、縮合反応を受けることができる反応性シリル基を有する組成物またはそのような
ポリマーを含む組成物における有機スズ促進剤に対する置き換えとして適切になり得る。
【０００９】
　アミド化合物を使用する硬化性組成物はまた、カートリッジ中での未硬化組成物の特定
の貯蔵安定性、数種の表面への接着、および予測可能な時間スキームにおける硬化速度を
示すことができる。
【００１０】
　一態様において、本発明は、硬化ポリマー組成物を形成するための組成物であって、（
Ａ）少なくとも１個の反応性シリル基を有するポリマー；（Ｂ）アルコキシシラン、アル
コキシシロキサン、オキシモシラン、オキシモシロキサン、エノキシシラン、エノキシシ
ロキサン、アミノシラン、アミノシロキサン、カルボキシシラン、カルボキシシロキサン
、アルキルアミドシラン、アルキルアミドシロキサン、アリールアミドシラン、アリール
アミドシロキサン、アルコキシアミノシラン、アルコキシアミノシロキサン、アルコキシ
カルバマトシラン、アルコキシカルバマトシロキサン、およびその２種以上の組み合わせ
から選ばれる架橋剤または鎖伸長剤；（Ｃ）アミド化合物から選ばれる促進剤；（Ｄ）必
要に応じて（Ｂ）に列挙された化合物以外のシランまたはシロキサンから選択される、少
なくとも１種の接着促進剤；（Ｅ）必要に応じて充填剤成分；ならびに（Ｆ）リン酸エス
テル、ホスホン酸エステル、ホスホン酸、亜リン酸、ホスファイト、亜ホスホン酸エステ
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ル、スルファート、スルファイト、擬似ハロゲニド、分岐Ｃ4－Ｃ25アルキルカルボン酸
、またはその２種以上の組み合わせから選ばれる少なくとも１種の酸性化合物；ならびに
（Ｇ）有機官能性シラン、有機官能性シロキサン、高沸点溶媒、低分子量有機ポリマー、
ならびに補助成分（Ｈ）を含む組成物を提供する。
【００１１】
　一実施形態において、本発明は、スズを実質的に含まない硬化性組成物を提供する。
【００１２】
　一実施形態において、ポリマー（Ａ）は、式：［Ｒ1

cＲ
2
3-cＳｉ－Ｚ－］n－Ｘ－Ｚ－

ＳｉＲ1
cＲ

2
3-cを有する。別の実施形態において、Ｘは、ポリウレタン；ポリエステル；

ポリエーテル；ポリカルボナート；ポリオレフィン；ポリエステルエーテル；およびＲ3

ＳｉＯ1/2、Ｒ2ＳｉＯ2/2、ＲＳｉＯ3/2および／またはＳｉＯ4/2の単位を有するポリオ
ルガノシロキサンから選択され、ｎは０から１００であり、ｃは０から２であり、Ｒ、Ｒ
1およびＲ2は同一のシリコン原子で同一でも異なっていてもよく、Ｃ1－Ｃ10アルキル；
１個または複数のＣｌ、Ｆ、Ｎ、ＯまたはＳで置換されたＣ1－Ｃ10アルキル；フェニル
；Ｃ7－Ｃ16アルキルアリール；Ｃ7－Ｃ16アリールアルキル；Ｃ2－Ｃ20ポリアルキレン
エーテル；またはその２種以上の組み合わせから選択することができる。また別の態様に
おいて、Ｒ2は、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ2－Ｃ18アルコキシアルキル、アルコキシ
アリール、オキシモアルキル、オキシモアリール、エノキシアルキル、エノキシアリール
、アミノアルキル、アミノアリール、カルボキシアルキル、カルボキシアリール、アミド
アルキル、アミドアリール、カルバマトアルキル、カルバマトアリール、またはその２種
以上の組み合わせから選択され、Ｚは、結合、Ｃ1－Ｃ14アルキレンの群から選択される
二価単位、またはＯである。
【００１３】
　一実施形態によると、架橋剤成分（Ｂ）は、オルトケイ酸テトラエチル（ＴＥＯＳ）；
ＴＥＯＳの重縮合物；メチルトリメトキシシラン（ＭＴＭＳ）；ＭＴＭＳの重縮合物；ビ
ニルトリメトキシシラン；メチルビニルジメトキシシラン；ジメチルジメトキシシラン；
ジメチルジエトキシシラン；ビニルトリエトキシシラン；オルトケイ酸テトラ－ｎ－プロ
ピル；トリス（メチルエチルケトオキシモ）ビニルシラン；トリス（メチルエチルケトオ
キシモ）メチルシラン；トリス（アセトアミド）メチルシラン；ビス（アセトアミド）ジ
メチルシラン；トリス（Ｎ－メチルアセトアミド）メチルシラン；ビス（Ｎ－メチルアセ
トアミド）ジメチルシラン；（Ｎ－メチルアセトアミド）メチルジアルコキシシラン；ト
リス（ベンズアミド）メチルシラン；トリス（プロペンオキシ）メチルシラン；アルキル
ジアルコキシアミドシラン；アルキルアルコキシビスアミドシラン；メチルエトキシビス
（Ｎ－メチルベンズアミド）シラン；メチルエトキシジベンズアミドシラン；メチルジメ
トキシ（エチルメチルケトオキシモ）シラン；ビス（エチルメチルケトオキシモ）メチル
メトキシシラン；（アセトアルドキシモ）メチルジメトキシシラン；（Ｎ－メチルカルバ
マト）メチルジメトキシシラン；（Ｎ－メチルカルバマト）エチルジメトキシシラン；（
イソプロペンオキシ）メチルジメトキシシラン；（イソプロペンオキシ）トリメトキシシ
ラン；トリス（イソプロペンオキシ）メチルシラン；（ブタ－２－エン－２－オキシ）メ
チルジメトキシシラン；（１－フェニルエテンオキシ）メチルジメトキシシラン；２－（
（１－カルボエトキシ）プロペンオキシメチルジメトキシシラン；ビス（Ｎ－メチルアミ
ノ）メチルメトキシシラン；（Ｎ－メチルアミノ）ビニルジメトキシシラン；テトラキス
（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－メチルアミノ）シラン；メ
チルトリス（シクロヘキシルアミノ）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－エチルアミノ）シ
ラン；ジメチルビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－イソプ
ロピルアミノ）シランジメチルビス（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）シラン；エチルジメトキ
シ（Ｎ－エチルプロピオンアミド）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－メチルアセトアミド
）シラン；メチルトリス（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；エチルジメトキシ（Ｎ－メ
チルアセトアミド）シラン；メチルトリス（Ｎ－メチルベンズアミド）シラン；メチルメ
トキシビス（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルジメトキシ（ε－カプロラクタモ
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）シラン；トリメトキシ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルジメトキシ（Ｏ－エ
チルアセトイミダト）シラン；メチルジメトキシ（Ｏ－プロピルアセトイミダト）シラン
；メチルジメトキシ（Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－トリメチルウレイド）シラン；メチルジメトキシ
（Ｎ－アリル－Ｎ’，Ｎ’－ジメチルウレイド）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－フェニ
ル－Ｎ’，Ｎ’－ジメチルウレイド）シラン；メチルジメトキシ（イソシアナト）シラン
；ジメトキシジイソシアナトシラン；メチルジメトキシ－イソチオシアナトシラン；メチ
ルメトキシジイソチオシアナトシラン；メチルトリアセトキシシラン；メチルメトキシジ
アセトキシシラン；メチルエトキシジアセトキシシラン；メチルイソプロポキシジアセト
キシシラン；メチル（ｎ－プロポキシ）ジアセトキシシラン；メチルジメトキシアセトキ
シシラン；メチルジエトキシアセトキシシラン；メチルジイソプロポキシアセトキシシラ
ン；メチルジ（ｎ－プロポキシ）アセトキシシラン；またはその縮合物；またはその２種
以上の組み合わせから選択される。
【００１４】
　一実施形態によると、接着促進剤成分（Ｄ）は、（アミノアルキル）トリアルコキシシ
ラン、（アミノアルキル）アルキルジアルコキシシラン、ビス（トリアルコキシシリルア
ルキル）アミン、トリス（トリアルコキシシリルアルキル）アミン、トリス（トリアルコ
キシシリルアルキル）シアヌラート、トリス（トリアルコキシシリルアルキル）イソシア
ヌラート、（エポキシアルキル）トリアルコキシシラン、（エポキシアルキルエーテル）
トリアルコキシシラン、またはその２種以上の組み合わせから選択される。
【００１５】
　一実施形態によると、成分（Ｆ）は、式：（Ｒ3Ｏ）ＰＯ（ＯＨ）2のリン酸エステル；
式（Ｒ3Ｏ）Ｐ（ＯＨ）2の亜リン酸エステル；または式Ｒ3Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）2のホスホン
酸から選択される。別の態様において、Ｒ3は、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ2－Ｃ20アルコキ
シアルキル、フェニル、Ｃ7－Ｃ12アルキルアリール、Ｃ2－Ｃ4ポリアルキレンオキシド
エステルまたはジエステルとのその混合物；分岐Ｃ4－Ｃ14アルキルカルボン酸；または
その２種以上の組み合わせから選択される。
【００１６】
　一実施形態によると、組成物は、ポリマー成分（Ａ）１００重量％に対して約１から約
１０重量％の架橋剤成分（Ｂ）を含む。
【００１７】
　一実施形態によると、架橋剤成分（Ｂ）は、水および硬化速度修飾成分（Ｆ）の存在下
で加水分解および／またはポリマー（Ａ）またはそれ自体と縮合反応を受けることができ
る２個以上の反応基を有するシランまたはシロキサンから選択される。
【００１８】
　一実施形態によると、ポリマー成分（Ａ）は、骨格中の式［Ｒ2ＳｉＯ］の二価単位を
含むポリオルガノシロキサンから選択され、ここで、Ｒは、Ｃ1－Ｃ10アルキル；１個も
しくは複数のＣｌ、Ｆ、Ｎ、ＯまたはＳで置換されたＣ1－Ｃ10アルキル；フェニル；Ｃ7

－Ｃ16アルキルアリール；Ｃ7－Ｃ16アリールアルキル；Ｃ2－Ｃ20ポリアルキレンエーテ
ル；またはその２種以上の組み合わせから選択される。
【００１９】
　一実施形態によると、縮合促進剤（Ｃ）は、成分（Ａ）１００重量部当たり約０．１か
ら約７重量部の量で存在する。
【００２０】
　一実施形態によると、硬化速度修飾成分（Ｆ）は、成分（Ａ）１００重量部当たり約０
．０２から約７重量部の量で存在する。
【００２１】
　一実施形態によると、ポリマー成分（Ａ）は式：Ｒ2

3-cＲ
1
cＳｉ－Ｚ－［Ｒ2ＳｉＯ］x

－［Ｒ1
2ＳｉＯ］y－Ｚ－ＳｉＲ1

cＲ
2
3-cを有し、ここで、ｘは０から１０，０００であ

り；ｙは０から１０，０００であり；ｃは０から２であり；Ｒはメチルである。別の態様
において、Ｒ1は、Ｃ1－Ｃ10アルキル；１個もしくは複数のＣｌ、Ｆ、Ｎ、ＯまたはＳで
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置換されたＣ1－Ｃ10アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ16アルキルアリール；Ｃ7－Ｃ16アリ
ールアルキル；Ｃ2－Ｃ20ポリアルキレンエーテル；またはその２種以上の組み合わせか
ら選択され、他のシロキサン単位が１０モル％未満の量で存在してもよく、好ましくはメ
チル、ビニル、フェニルであり、また別の実施形態において、Ｒ2は、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ8ア
ルコキシ、Ｃ2－Ｃ18アルコキシアルキル、オキシモアルキル、エノキシアルキル、アミ
ノアルキル、カルボキシアルキル、アミドアルキル、アミドアリール、カルバマトアルキ
ル、またはその２種以上の組み合わせから選択され、Ｚは、－Ｏ－、結合または－Ｃ2Ｈ4

－である。
【００２２】
　一実施形態によると、本組成物は、アルキルベンゼン、リン酸トリアルキル、リン酸ト
リアリール、フタル酸エステル、アリールスルホン酸エステルから選択され、少なくとも
０．８６の粘度密度定数（ＶＤＣ）を有し、ポリオルガノシロキサンおよび促進剤成分（
Ｃ）と混和性である溶媒、反応基がなく２５℃で２０００ｍＰａ・ｓ未満の粘度を有する
ポリオルガノシロキサン、またはその２種以上の組み合わせをさらに含む。
【００２３】
　一実施形態によると、本組成物は一液型組成物として提供される。
【００２４】
　一実施形態によると、本組成物は、１００重量％の成分（Ａ）、０．１～約１０重量％
の少なくとも１種の架橋剤（Ｂ）、０．０１～約７重量％の促進剤（Ｃ）、０．１～約１
５重量％の接着促進剤（Ｄ）、０～約３００重量％の成分（Ｅ）、０．０１～約８重量％
の硬化速度修飾成分（Ｆ）、０～１５重量％の有機官能性シロキサン、高沸点溶媒、低分
子量有機ポリマー、またはその２種以上の組み合わせ（Ｇ）を含み、湿分のない状態で貯
蔵することができ、環境空気への曝露で湿分の存在下で硬化性となる。
【００２５】
　一実施形態によると、本組成物は、二液型組成物であって、（ｉ）ポリマー成分（Ａ）
、必要に応じて充填剤成分（Ｅ）、および必要に応じて酸性化合物（Ｆ）を含む第１の部
分；ならびに（ｉｉ）架橋剤（Ｂ）、硬化促進剤成分（Ｃ）、接着促進剤（Ｄ）、酸性化
合物（Ｆ）、有機官能性シラン、有機官能性シロキサン、高沸点溶媒、低分子量有機ポリ
マー、またはその２種以上の組み合わせ（Ｇ）を含む第２の部分を含み、成分（ｉ）およ
び（ｉｉ）の混合による硬化に適用されるまで（ｉ）および（ｉｉ）は別々に貯蔵される
二液型組成物である。
【００２６】
　一実施形態によると、部分（ｉ）は、１００重量％の成分（Ａ）、および０～７０重量
部の成分（Ｅ）を含み、部分（ｉｉ）は、０．１～１０重量部の少なくとも１種の架橋剤
（Ｂ）、０．０１～７重量部の促進剤（Ｃ）、０～１０重量部の接着促進剤（Ｄ）、およ
び０．００１～３重量部の硬化速度修飾成分（Ｆ）を含む。
【００２７】
　一実施形態によると、部分（ｉ）は、１００重量％の成分（Ａ）、０～７０重量部の成
分（Ｅ）を含み；部分は、０．１～１０重量部の少なくとも１種の架橋剤（Ｂ）、０．０
０１～３重量部の硬化速度修飾成分（Ｆ）を含み、部分（ｉｉ）は、０．０１～７重量部
の促進剤（Ｃ）、必要に応じて０～１０重量部の接着促進剤（Ｄ）、必要に応じて０～１
５重量部の有機官能性シラン、有機官能性シロキサン、高沸点溶媒、低分子量有機ポリマ
ー、またはその２種以上の組み合わせ（Ｇ）、必要に応じて０．０１～３重量部の補助成
分（Ｈ）を含む。
【００２８】
　別の態様において、本発明は、硬化ポリマー組成物を形成するための組成物であって、
（Ａ）シロキサン結合を含まない、少なくとも反応性シリル基を有するポリマーと；（Ｂ
）アルコキシシラン、アルコキシシロキサン、オキシモシラン、オキシモシロキサン、エ
ノキシシラン、エノキシシロキサン、アミノシラン、アミノシロキサン、カルボキシシラ
ン、カルボキシシロキサン、アルキルアミドシラン、アルキルアミドシロキサン、アリー
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ルアミドシラン、アリールアミドシロキサン、アルコキシアミノシラン、アルキルアリー
ルアミノシロキサン、アルコキシカルバマトシラン、アルコキシカルバマトシロキサン、
その縮合物、およびその２種以上の組み合わせから選ばれる架橋剤または鎖伸長剤と；（
Ｃ）アミド化合物を含む縮合促進剤とを含む組成物を提供する。
【００２９】
　別の態様において、本発明は、組成物を環境空気に曝露する工程を含む硬化物を得る方
法を提供する。
【００３０】
　一実施形態によると、硬化物を得る方法は、第１の部分および第２の部分を合わせて混
合物を硬化させる工程を含む。
【００３１】
　一実施形態によると、本組成物は、硬化前の未硬化組成物の押出しおよび／または成形
用の出口ノズルを有する密封したカートリッジまたは柔軟な袋に貯蔵される。
【００３２】
　なお別の態様において、本発明は、本組成物から形成された硬化ポリマー材料を提供す
る。
【００３３】
　一実施形態によると、硬化ポリマー材料は、エラストマーまたは熱硬化性樹脂のシール
、接着剤、被膜、封止剤、成形物品、型および印象材の形態をしている。
【００３４】
　別の態様において、本発明は、硬化ポリマー組成物を形成するための組成物であって、
（Ａ）反応性シリル基を有するポリマー、（Ｃ）アミド、（Ｄ）接着促進剤、および（Ｇ
）有機官能性シラン、有機官能性シロキサン、高沸点溶媒、低分子量有機ポリマー、また
はその２種以上の組み合わせを含み、ここで、成分（Ｇ）は、少なくとも１種のヒドリド
シリル基を有する化合物を含む組成物を提供する。
【００３５】
　本組成物は、良好な貯蔵安定性を示し、様々な表面に接着することが見いだされた。一
実施形態において、硬化性組成物は熱可塑性の表面に優れた接着を示す。
【発明の詳細な説明】
【００３６】
　本発明は、縮合硬化促進剤としてアミド化合物を用いる硬化性組成物を提供する。アミ
ド化合物を含む組成物は、良好な硬化特性を示し、シリコーンの湿気支援縮合硬化の加速
という点で、ＤＢＴＤＬなどの有機スズ化合物を用いる組成物と比べて、さらに同様のま
たは優れた硬化特性を示し、その結果、シーラントおよびＲＴＶ（室温加硫ゴム）として
使用することができる架橋シリコーンをもたらすことができる。さらに、アミド化合物は
また改善された貯蔵安定性を示す。
【００３７】
　本明細書において使用される場合、「アルキル」は、直鎖、分岐および環式アルキル基
を含む。アルキルの特定の非限定的な例は、メチル、エチル、プロピル、イソブチル、エ
チルヘキシル、シクロヘキシルなどを含むがこれらに限定されない。
【００３８】
　本明細書において使用される場合、「置換アルキル」は一個もしくは複数の置換基を含
有するアルキル基を含み、その基を含有する化合物が受けるプロセス条件において置換基
は不活性である。置換基は、また、実質的にプロセスと干渉しない。本明細書において使
用される場合、非置換は、特定の部分がその構成原子上の水素原子を担持していること、
例えば非置換メチルのＣＨ3を意味する。置換は、有機化学において知られている通常の
官能基を基が担持することができることを意味する。
【００３９】
　本明細書において使用される場合、「アリール」は、１個の水素原子が取り除かれた任
意の芳香族炭化水素の非限定的な基を含む。アリールは、１個または複数の芳香環を有し
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ていてもよく、縮合しているかまたは単結合もしくは他の基によって結合していてもよい
。アリールの非限定的な具体例は、トリル、キシリル、フェニルおよびナフタレニルを含
むが、これらに限定されない。
【００４０】
　本明細書において使用される場合、「置換アリール」は、「置換アルキル」の上の定義
に述べたように置換された芳香族基を含む。アリールと同様に、置換アリールは１個また
は複数の芳香族環を有していてもよく、縮合しているかまたは単結合もしくは他の基によ
って結合していてもよい。しかし、置換アリールがヘテロ芳香族環を有する場合は、置換
アリール基の自由原子価は、炭素の代わりにヘテロ芳香族環のヘテロ原子（窒素など）で
あってもよい。一実施形態において、本明細書の置換アリール基は１～約３０個の炭素原
子を含む。
【００４１】
　本明細書において使用される場合、「アルケニル」は、１個または複数の炭素－炭素二
重結合を含有する任意の直鎖、分岐または環式アルケニル基を含み、ここで、置換の場所
は炭素－炭素二重結合または基中のどこか他のところのいずれかであってもよい。アルケ
ニルの特定および非限定的な例は、ビニル、プロペニル、アリル、メタリル、エチリデニ
ルノルボルナンなどを含むがこれらに限定されない。
【００４２】
　本明細書において使用される場合、「アルキニル」は、１個または複数の炭素－炭素三
重結合を含む任意の直鎖、分岐または環式アルキニル基を含み、ここで、置換の場所は炭
素－炭素三重結合または基中のどこか他のところのいずれかであってもよい。
【００４３】
　本明細書において使用される場合、「不飽和」とは、１個または複数の二重または三重
結合を指す。一実施形態において、それは炭素－炭素二重または三重結合を指す。
【００４４】
　一実施形態において、本発明は、硬化性組成物であって、反応性シリル基を含むポリマ
ー成分（Ａ）；架橋剤成分（Ｂ）；アミド化合物を含む硬化促進剤成分（Ｃ）；必要に応
じて接着促進剤成分（Ｄ）；任意選択の充填剤成分（Ｅ）；任意選択の酸性化合物（Ｆ）
；有機官能性シラン、有機官能性シロキサン、高沸点溶媒、低分子量有機ポリマー、また
はその２種以上の組み合わせ（Ｇ）；および必要に応じて補助成分（Ｈ）を含む組成物を
提供する。
【００４５】
　ポリマー成分（Ａ）は、反応性シリル基を有する、液体または固体系ポリマーであって
もよい。ポリマー成分（Ａ）は特に限定されず、特定の目的または意図した使用のために
要望に応じて任意の架橋可能なポリマーから選ぶことができる。ポリマー成分（Ａ）に適
するポリマーの非限定的な例は、ポリオルガノシロキサン（Ａ１）またはシロキサン結合
を含まない有機ポリマー（Ａ２）を含み、ここで、ポリマー（Ａ１）および（Ａ２）は反
応性シリル基を含む。一実施形態において、ポリマー成分（Ａ）は、硬化性組成物の約１
０～約９０重量％の量で存在してもよい。一実施形態において、硬化性組成物は、約１０
０重量部のポリマー成分（Ａ）を含む。
【００４６】
　上記のように、ポリマー成分（Ａ）は、広範囲のポリオルガノシロキサンを含んでもよ
い。一実施形態において、ポリマー成分は、式（１）：
［Ｒ1

cＲ
2
3-cＳｉ－Ｚ－］n－Ｘ－Ｚ－ＳｉＲ1

cＲ
2
3-c　（１）

の１種または複数のポリシロキサンおよびコポリマーを含んでもよい。Ｒ1は、直鎖もし
くは分岐アルキル、直鎖もしくは分岐ヘテロアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロア
ルキル、アリール、ヘテロアリール、直鎖もしくは分岐アラルキル、直鎖もしくは分岐ヘ
テロアラルキル、またはその２種以上の組み合わせから選択されてもよい。一実施形態に
おいて、Ｒ1は、Ｃ1－Ｃ10アルキル；１個もしくは複数のＣｌ、Ｆ、Ｎ、ＯまたはＳで置
換されたＣ1－Ｃ10アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ16アルキルアリール；Ｃ7－Ｃ16アリー
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ルアルキル；Ｃ2－Ｃ20ポリアルキレンエーテル、またはその２種以上の組み合わせから
選択されてもよい。例示の基は、メチル、トリフルオロプロピルおよび／またはフェニル
基である。
【００４７】
　Ｒ2は水などのプロトン性剤に対して反応性の基であってもよい。Ｒ2の例示の基は、Ｏ
Ｈ、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキルオキシモ、アルキルカルボキシ、アリール
カルボキシ、アルキルアミド、アリールアミド、またはその２種以上の組み合わせを含む
。一実施形態において、Ｒ2は、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ2－Ｃ18アルコキシアルキ
ル、アミノ、アルケニルオキシ、アルキルオキシモ、アルキルアミノ、アリールアミノ、
アルキルカルボキシ、アリールカルボキシ、アルキルアミド、アリールアミド、アルキル
カルバマト、アリールカルバマトまたはその２種以上の組み合わせから選択される。
【００４８】
　Ｚは、Ｏ、１個または複数のＯ、ＳまたはＮ原子を含むことができる炭化水素、アミド
、ウレタン、エーテル、エステル、ウレア単位またはその２種以上の組み合わせの群から
選択される二価連結単位の結合であってもよい。連結基Ｚが炭化水素基である場合、Ｚは
シリコン－炭素結合を越してシリコン原子に連結している。一実施形態において、ＺはＣ

1－Ｃ14アルキレンから選択される。
【００４９】
　Ｘは、ポリウレタン；ポリエステル；ポリエーテル；ポリカルボナート；ポリオレフィ
ン；ポリエステルエーテル；およびＲ1が上記のように定義されるＲ1

3ＳｉＯ1/2、Ｒ1
2Ｓ

ｉＯ、Ｒ1ＳｉＯ3/2および／またはＳｉＯ2の単位を有するポリオルガノシロキサンから
選ばれる。Ｘは、酸素または炭化水素基を越して、上記の反応基Ｒ2を含む末端シリル基
に連結したシロキシ単位、炭化水素基を越して、上記の１個もしくは複数の反応基Ｒ2を
含むシリコン原子に連結したポリエーテル、アルキレン、イソアルキレン、ポリエステル
またはポリウレタン単位の群から選択される二価または多価のポリマー単位であってもよ
い。炭化水素基Ｘは、アミド、エステル、エーテル、ウレタン、エステル、および／また
はウレアを形成するＮ、Ｓ、ＯまたはＰなどの１個もしくは複数のヘテロ原子を含むこと
ができる。一実施形態において、Ｘの平均重合度（Ｐn）は、６を超える、例えばＲ1

3Ｓ
ｉＯ1/2、Ｒ1

2ＳｉＯ2/2、Ｒ1ＳｉＯ3/2および／またはＳｉＯ4/2のポリオルガノシロキ
サン単位でなければならない。式（１）において、ｎは０から１００；望ましくは１であ
り、ｃは０から２、望ましくは０から１である。
【００５０】
　単位Ｘの成分の非限定的な例は、ポリオキシエチレン、ポリオキシプロピレン、ポリオ
キシブチレン、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンコポリマー、ポリオキシテト
ラメチレン、またはポリオキシプロピレン－ポリオキシブチレンコポリマーなどのポリオ
キシアルキレンポリマー；エチレン－プロピレンコポリマー、ポリイソブチレン、ポリク
ロロプレン、ポリイソプレン、ポリブタジエン、イソブチレンとイソプレンのコポリマー
、イソプレンもしくはブタジエンとアクリロニトリルおよび／またはスチレンのコポリマ
ー、またはこれらのポリオレフィンポリマーの水素化により製造された水素化ポリオレフ
ィンポリマーなどの炭化水素ポリマー；二塩基酸（アジピン酸またはフタル酸など）とグ
リコールの縮合またはラクトンの開環重合によって製造されたポリエステルポリマー；ア
クリル酸Ｃ2－Ｃ8アルキルなどのモノマーのラジカル重合によって製造されたポリアクリ
ル酸エステル、ビニルポリマー、例えばアクリル酸エステル（アクリル酸エチルまたはア
クリル酸ブチルなど）と、酢酸ビニル、アクリロニトリル、メタクリル酸メチル、アクリ
ルアミドまたはスチレンのアクリル酸エステルコポリマー；上記有機ポリマーのビニルモ
ノマーとの重合により製造されたグラフトポリマー；ポリカルボナート；ポリスルフィド
ポリマー；ε－カプロラクタムの開環重合によって製造されたナイロン６、ヘキサメチレ
ンジアミンとアジピン酸などの重縮合によって製造されたナイロン６．６、ε－ラウロラ
クタムの開環重合によって製造されたナイロン１２などのポリアミドポリマー、コポリマ
ーのポリアミド、ポリウレタンまたはポリウレアを含む。
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【００５１】
　特に適切なポリマーは、ポリシロキサン、ポリオキシアルキレン、飽和炭化水素ポリマ
ー（ポリイソブチレン、水素化ポリブタジエンおよび水素化ポリイソプレン、またはポリ
エチレン、ポリプロピレンなど）、ポリエステル、ポリカルボナート、ポリウレタン、ポ
リウレアポリマーなどを含むがこれらに限定されない。さらに、飽和炭化水素ポリマー、
ポリオキシアルキレンポリマーおよびビニルコポリマーは、そのガラス転移温度が低く、
低温、すなわち０℃未満で高い可撓性を提供するので特に適切である。
【００５２】
　式（１）中の反応性シリル基は、公知の方法によってヒドロシリル化による不飽和炭化
水素と反応する能力を有する官能基を含むシラン、または縮合または開環反応によって反
応性シリル基と連結するプレポリマー中のＳｉＯＨ、アミノアルキルまたは－アリール、
ＨＯＯＣ－アルキルまたは－アリール、ＨＯ－アルキルまたは－アリール、ＨＳ－アルキ
ルまたは－アリール、Ｃｌ（Ｏ）Ｃ－アルキルまたは－アリール、エポキシアルキルまた
はエポキシシクロアルキル基の反応を用いることによって導入することができる。主要な
実施形態の例は以下を含む：
（ｉ）脱離基（Ｌ基）および水素の付加生成物（Ｌ基＋Ｈ）が放出される間にシロキシ結
合≡Ｓｉ－Ｏ－ＳｉＲ1

cＲ
2
3-cが形成される、シラン（Ｌ基）ＳｉＲ1

cＲ
2
3-cとの縮合反

応を受けることができるＳｉＯＨ基を有するシロキサンプレポリマー；
（ｉｉ）ヒドロシリル化またはラジカル反応によってシラン（ＳｉＨなど）もしくは不飽
和基のＳｉＨ基またはラジカル活性基と反応することができる不飽和基を有するシラン；
および、
（ｉｉｉ）シリル機能性高分子を得るために反応性プレポリマーを有機官能性シランと連
結すべく、エポキシ、イソシアナト、ＯＨ、ＳＨ、シアナト、カルボン酸ハロゲニド、反
応性アルキルハロゲニド、ラクトン、ラクタムまたはアミンと相補的に反応することがで
きる、ＯＨ、ＳＨ、アミノ、エポキシ、－ＣＯＣｌ、－ＣＯＯＨ基を有する有機または無
機のプレポリマーを含むシラン。
【００５３】
　方法（ｉ）に適するシランは、アルコキシシラン、特にテトラアルコキシシラン、ジ－
およびトリアルコキシシラン、ジ－およびトリアセトキシシラン、ジ－およびトリケトオ
キシモシラン、ジ－およびトリアルケニルオキシシラン、ジ－およびトリカルボンアミド
シランを含み、ここで、シランのシリコン原子の位置での残基は置換または非置換の炭化
水素である。方法（ｉ）のための他の非限定的なシランは、ビニルトリメトキシシラン、
メチルトリメトキシシラン、プロピルトリメトキシシラン、アミノアルキルトリメトキシ
シラン、エチルトリアセトキシシラン、メチル－もしくはプロピルトリアセトキシシラン
、メチルトリブタノンオキシモシラン、メチルトリプロペニルオキシシラン、メチルトリ
ベンズアミドシラン、またはメチルトリアセトアミドシランなどのアルキルトリアルコキ
シシランを含む。方法（ｉ）の下での反応に適するプレポリマーは、シリコン原子に結合
した加水分解性基を有するシランとの縮合反応を受けることができるＳｉＯＨ末端ポリア
ルキルシロキサンである。例示のＳｉＯＨ末端ポリアルキルジシロキサンは、ポリジメチ
ルシロキサンを含む。
【００５４】
　方法（ｉｉ）に適するシランは、アルコキシシラン、特にトリメトキシシラン、トリエ
トキシシラン、メチルジエトキシシラン、メチルジメトキシシラン、およびフェニルジメ
トキシシランなどのトリアルコキシシラン（ＨＳｉ（ＯＲ）3）を含む。ハイドロジェン
クロロシラン（Ｈｙｄｒｏｇｅｎｃｈｌｏｒｏｓｉｌａｎｅ）は原理的に可能であるが、
しかし、アルコキシ、アセトキシ基などによるハロゲンの追加の置き換えによりそれほど
望ましくない。他の適切なシランは、ビニル、アリル、メルカプトアルキルまたはアクリ
ル基などのラジカルによって活性化することができる不飽和基を有する有機官能性シラン
を含む。非限定的な例は、ビニルトリメトキシシラン、メルカプトプロピルトリメトキシ
シラン、メタクリロキシプロピルトリメトキシシランを含む。方法（ｉｉ）の下での反応
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に適するプレポリマーは、ビニル末端ポリアルキルシロキサン、好ましくはポリジメチル
シロキサン、ヒドロシリル化を受けることができる、または例えば、不飽和炭化水素もし
くは－ＳｉＨ基を含むシランの対応する有機官能基とラジカル誘発されるグラフト反応を
受けることができる不飽和基を有する炭化水素を含む。
【００５５】
　炭化水素ポリマーにシリル基を導入する別の方法は、不飽和炭化水素モノマーのシラン
の不飽和基との共重合であってもよい。炭化水素プレポリマーへの不飽和基の導入は、シ
リコンを含まない炭化水素部分の重合後の、例えば、鎖停止剤としてのアルケニルハロゲ
ニドの使用を含んでもよい。
【００５６】
　シランとプレポリマーとの間の望ましい反応生成物は以下の構造を含む：
－ＳｉＲ1

2Ｏ－ＳｉＲ1
2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＳｉＲ1

cＲ
2
3-c、または（炭化水素）－［Ｚ－

ＳｉＲ1
cＲ

2
3-c］n。方法（ｉｉｉ）に適するシランは、アルコキシシラン、特に－ＯＨ

、－ＳＨ、アミノ、エポキシ、－ＣＯＣｌまたは－ＣＯＯＨに反応性がある有機官能基を
有するシランを含むがこれらに限定されない。
【００５７】
　一実施形態において、これらのシランは、例えばガンマ－イソシアナトプロピルトリメ
トキシシラン、ガンマ－イソシアナトプロピルメチルジメトキシシラン、ガンマ－イソシ
アナトプロピルトリエトキシシラン、ガンマ－グリシドキシプロピルエチルジメトキシシ
ラン、ガンマ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、ガンマ－グリシドキシプロピ
ルトリエトキシシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキ
シシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、エ
ポキシリモニルトリメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－アミノプロピルトリメ
トキシシラン、ガンマ－アミノプロピルトリエトキシシラン、ガンマ－アミノプロピルト
リメトキシシラン、ガンマ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、ガンマ－アミノプ
ロピルメチルジエトキシシランなどのイソシアナトアルキル基を有する。
【００５８】
　一実施形態において、まず完全混合および次いで次のカップリング反応を行うためのブ
ロック化したアミンまたはイソシアナート（Ζ’－Χ）n－Ζ’のいずれかを選択するこ
とが望ましい。ブロック剤の例は、欧州特許出願公開第０９４７５３１号明細書に開示さ
れ、複素環窒素化合物（カプロラクタムまたはブタノンオキシムまたは環式ケトンなど）
を用いる他のブロック手順は、米国特許第６，８２７，８７５号明細書中に言及され、そ
の両方が参照によってその全体が本明細書に組み込まれる。
【００５９】
　方法（ｉｉｉ）の下での反応に適するプレポリマーの例は、一実施形態では高分子量（
Ｍw、重量平均分子量＞６０００ｇ／モル）および１．６未満の多分散性Ｍw／Ｍnを有す
る、ＯＨ基を有するポリアルキレンオキシド；残存ＮＣＯ基（ＮＣＯ官能化ポリアルキレ
ンオキシド、特にブロック化イソシアナートなど）を有するウレタンを含むがこれらに限
定されない。プレポリマーは、最終硬化に有用なさらなる反応基を有する、対応するシラ
ンのエポキシ、イソシアナト、アミノ、カルボキシハロゲニドまたはハロゲンアルキル基
と相補的に反応することができる－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、アミノ、エポキシ基を有する炭化
水素の群から選択される。
【００６０】
　ポリエーテルへのＮＣＯ基の導入に適するイソシアナートは、トルエンジイソシアナー
ト、ジフェニルメタンジイソシアナート、またはキシレンジイソシアナート、またはイソ
フォロンジイソシアナートもしくはヘキサメチレンジイソシアナートなどの脂肪族ポリイ
ソシアナートを含むことができる。
【００６１】
　単位Ｘの重合度は、硬化生成物の粘度および機械的性質の要件に依存する。Ｘがポリジ
メチルシロキサン単位である場合、数平均分子量Ｍnに基づく平均重合度は、好ましくは
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７から５０００のシロキシ単位、好ましくは、２００から２０００単位である。＞５ＭＰ
ａの十分な引張強度を達成するためには、ポリジメチルシロキサンが２５℃で３００ｍＰ
ａ・ｓを超える粘度を有する＞２５０の平均重合度Ｐnが適切である。Ｘがポリシロキサ
ン単位以外の炭化水素単位である場合、重合度に対する粘度ははるかに高い。
【００６２】
　ポリオキシアルキレンポリマーを合成する方法の例は、ＫＯＨなどのアルカリ触媒を使
用する重合方法、有機アルミニウム化合物を反応させることにより得られる錯体などの金
属－ポルフィリン錯体触媒を使用する重合方法、複合金属シアニド錯体触媒を使用する重
合方法（例えば、米国特許第３，４２７，２５６号明細書；第３，４２７，３３４号明細
書；第３，２７８，４５７号明細書；第３，２７８，４５８号明細書；第３，２７８，４
５９号明細書；第３，４２７，３３５号明細書；第６，６９６，３８３号明細書；および
第６，９１９，２９３号明細書に開示されている）を含むがこれらに限定されない。
【００６３】
　基Ｘが炭化水素ポリマーから選択される場合、イソブチレン単位を有するポリマーまた
はコポリマーは、優れた耐候性、優れた耐熱性、ならびに低い気体および湿気透過性など
のその物理的性質により特に望ましい。
【００６４】
　モノマーの例は、４から１２の炭素原子を有するオレフィン、ビニルエーテル、芳香族
ビニル化合物、ビニルシランおよびアリルシランを含む。コポリマー成分の例は、１－ブ
テン、２－ブテン、２－メチル－１－ブテン、３－メチル－１－ブテン、ペンテン、４－
メチル－１－ペンテン、ヘキセン、ビニルシクロヘキセン、メチルビニルエーテル、エチ
ルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル、スチレン、アルファメチルスチレン、ジ
メチルスチレン、ベータピネン、インデン、および、例えば、ビニルトリアルコキシシラ
ン、例えばビニルトリメトキシシラン、ビニルメチルジクロロシラン、ビニルジメチルメ
トキシシラン、ジビニルジクロロシラン、ジビニルジメトキシシラン、アリルトリクロロ
シラン、アリルメチルジクロロシラン、アリルジメチルメトキシシラン、ジアリルジクロ
ロシラン、ジアリルジメトキシシラン、ガンマ－メタクリロイロキシプロピルトリメトキ
シシラン、およびガンマ－メタクリロイロキシプロピルメチルジメトキシシランを含むが
これらに限定されない。
【００６５】
　適切なシロキサンを含まない有機ポリマーの例は、シリル化ポリウレタン（ＳＰＵＲ）
、シリル化ポリエステル、シリル化ポリエーテル、シリル化ポリカルボナート、シリル化
ポリオレフィン（ポリエチレン、ポリプロピレンのような）、シリル化ポリエステルエー
テルおよびその２種以上の組み合わせを含むがこれらに限定されない。シロキサンを含ま
ない有機ポリマーは、組成物の約１０から約９０重量％または約１００重量部の量で存在
してもよい。
【００６６】
　一実施形態において、ポリマー成分（Ａ）はシリル化ポリウレタン（ＳＰＵＲ）であっ
てもよい。そのような湿気硬化性化合物は、一般に当業界で公知であり、（ｉ）イソシア
ナート末端ポリウレタン（ＰＵＲ）プレポリマーを適切なシラン、例えば、シリコン原子
に、アルコキシなどの加水分解可能な官能基を有し、かつ第２に例えばメルカプタン、第
一級または第二級アミン（好ましくは後者）などの活性水素含有官能基を有するシランと
反応させる、または（ｉｉ）ヒドロキシル末端ＰＵＲ（ポリウレタン）プレポリマーを、
例えば１から３個のアルコキシ基を有する適切なイソシアナート末端シランと反応させる
ことを含む様々な方法によって得ることができる。これらの反応の詳細、およびその中に
用いられるイソシアナート末端およびヒドロキシル末端ＰＵＲプレポリマーの調製につい
ての詳細は、とりわけ米国特許第４，９８５，４９１号明細書；第５，９１９，８８８号
明細書；第６，２０７，７９４号明細書；第６，３０３，７３１号明細書；第６，３５９
，１０１号明細書；および第６，５１５，１６４号明細書；ならびに米国特許出願公開第
２００４／０１２２２５３号明細書および米国特許出願公開第２００５／００２０７０６
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号明細書（イソシアナート末端ＰＵＲプレポリマー）；米国特許第３，７８６，０８１号
明細書および第４，４８１，３６７号明細書（ヒドロキシル末端ＰＵＲプレポリマー）；
米国特許第３，６２７，７２２号明細書；第３，６３２，５５７号明細書；第３，９７１
，７５１号明細書；第５，６２３，０４４号明細書；第５，８５２，１３７号明細書；第
６，１９７，９１２号明細書；および第６，３１０，１７０号明細書（イソシアナート末
端ＰＵＲプレポリマーと反応性シラン（例えば、アミノアルコキシシラン）の反応から得
られた湿気硬化性ＳＰＵＲ（シラン修飾／末端ポリウレタン）；および、米国特許第４，
３４５，０５３号明細書；第４，６２５，０１２号明細書；第６，８３３，４２３号明細
書；ならびに米国特許出願公開第２００２／０１９８３５２号明細書（ヒドロキシル末端
ＰＵＲプレポリマーとイソシアナトシランの反応から得られた湿気硬化性ＳＰＵＲ）に見
いだすことができる。前述の米国特許文書の全体内容は、参照によって本明細書に組み込
まれる。湿気硬化性ＳＰＵＲ材料の他の例は、米国特許第７，５６９，６５３号明細書に
記載されたものを含み、その開示は全体が参照によって組み込まれる。
【００６７】
　一実施形態において、ポリマー成分（Ａ）は、式（２）：
Ｒ2

3-cＲ
1
cＳｉ－Ｚ－［Ｒ2ＳｉＯ］x［Ｒ1

2ＳｉＯ］y－Ｚ－ＳｉＲ1
cＲ

2
3-c　（２）

のポリマーであってもよく、ここで、Ｒ1、Ｒ2、Ｚおよびｃは式（２）に関して上に定義
され；ＲはＣ1－Ｃ6アルキル（例示としてはメチルであるアルキル）であり；ｘは０から
約１０，０００、一実施形態において１１から約２５００であり；ｙは０から約１０，０
００；好ましくは０から５００である。一実施形態において、式（２）の化合物中のＺは
、結合または二価Ｃ1－Ｃ14アルキレン基であり、特に－Ｃ2Ｈ4－が好ましい。
【００６８】
　一実施形態において、ポリマー成分（Ａ）は、式（３）：
　Ｒ2

3-c-dＳｉＲ3
cＲ

4
d－［ＯＳｉＲ3Ｒ4］x－［ＯＳｉＲ3Ｒ4］y－ＯＳｉＲ3

eＲ
4
fＲ

2
3

-e-f　（３）
のポリオルガノシロキサンであってもよい。Ｒ3およびＲ4は、同じシリコン原子上で同一
でも異なっていてもよく、水素；Ｃ1－Ｃ10アルキル；Ｃ1－Ｃ10ヘテロアルキル、Ｃ3－
Ｃ12シクロアルキル；Ｃ2－Ｃ30ヘテロシクロアルキル；Ｃ6－Ｃ13アリール；Ｃ7－Ｃ30

アルキルアリール；Ｃ7－Ｃ30アリールアルキル；Ｃ4－Ｃ12ヘテロアリール；Ｃ5－Ｃ30

ヘテロアリールアルキル；Ｃ5－Ｃ30ヘテロアルキルアリール；Ｃ2－Ｃ100ポリアルキレ
ンエーテル；またはその２種以上の組み合わせから選ばれる。Ｒ2、ｃ、ｘおよびｙは上
に定義された通りであり；ｄは０、１または２であり；ｅは０、１または２であり；ｆは
０、１または２である。
【００６９】
　適切なポリシロキサン含有ポリマー（Ａ１）の非限定的な例は、例えば、シラノール停
止ポリジメチルシロキサン、シラノールまたはアルコキシ停止ポリオルガノシロキサン、
例えば、メトキシ停止ポリジメチルシロキサン、アルコキシ停止ポリジメチルシロキサン
－ポリジフェニルシロキサンコポリマー、およびシラノールまたはアルコキシ停止フルオ
ロアルキル置換シロキサン（ポリ（メチル３，３，３－トリフルオロプロピル）シロキサ
ンおよびポリ（メチル３，３，３－トリフルオロプロピル）シロキサン－ポリジメチルシ
ロキサンコポリマーなど）を含む。ポリオルガノシロキサン成分（Ａ１）は、組成物の約
１０から約９０重量％または１００重量部の量で存在してもよい。好ましい一実施形態に
おいて、ポリオルガノシロキサン成分は、約１０から約２５００のシロキシ単位の範囲の
平均鎖長を有し、粘度は、２５℃で約１０から約５００，０００ｍＰａ・ｓの範囲にある
。
【００７０】
　代替として、本組成物は、シロキサン単位を含まず、シロキサン含有ポリマー（Ａ１）
のそれに匹敵する縮合反応によって硬化を受けるシリル末端有機ポリマー（Ａ２）を含ん
でもよい。ポリオルガノシロキサンポリマー（Ａ１）と同様に、ポリマー成分（Ａ）とし
て適切である有機ポリマー（Ａ２）は、末端シリル基を含む。一実施形態において、末端
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シリル基は式（４）：
－ＳｉＲ1

dＲ
2
3-d　　　（４）

であってもよく、ここで、Ｒ1、Ｒ2およびｄは上に定義した通りである。
【００７１】
　ポリシロキサン組成物は、成分（Ｂ）として架橋剤または鎖伸長剤をさらに含んでもよ
い。一実施形態において、架橋剤は、式（５）：
Ｒ1

dＳｉＲ2
4-d　　　（５）

であり、ここで、Ｒ1、Ｒ2およびｄは上に定義した通りである。代替として、架橋剤成分
は、式（５）の縮合生成物であってもよく、ここで、水の存在下で１個または複数のＲ2

基は加水分解され放出されるがすべてとは限らず、次いで中間のシラノールは縮合反応を
受けてＳｉ－Ｏ－Ｓｉ結合および水を与える。平均重合度は、２から１０のＳｉ単位を有
する化合物を結果として得ることができる。
【００７２】
　一実施形態において、架橋剤は、式Ｒ3

d（Ｒ1Ｏ）4-dＳｉ［式中、Ｒ1、Ｒ3およびｄは
上記のように定義されている。］を有するアルコキシシランである。別の実施形態におい
て、架橋剤は式（Ｒ3

d（Ｒ1ＣＯ2）4-dＳｉ［式中、Ｒ1、Ｒ3およびｄは上記のように定
義されている。］を有するアセトキシシランである。なお別の実施形態において、架橋剤
は式Ｒ3

d（Ｒ1Ｒ4Ｃ＝Ｎ－Ｏ）4-dＳｉ［式中、Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4およびｄは上記のように定
義される。］を有するオキシモシランである。
【００７３】
　本明細書において使用される場合、架橋剤という用語は、（Ａ）で定義していない１分
子当たり少なくとも２個の加水分解性基および３個未満のシリコン原子を有する追加の反
応性成分を含む化合物を含む。一実施形態において、架橋剤または鎖伸長剤は、アルコキ
シシラン、アルコキシシロキサン、オキシモシラン、オキシモシロキサン、エノキシシラ
ン、エノキシシロキサン、アミノシラン、アミノシロキサン、カルボキシシラン、カルボ
キシシロキサン、アルキルアミドシラン、アルキルアミドシロキサン、アリールアミドシ
ラン、アリールアミドシロキサン、アルコキシアミノシラン、アルキルアリールアミノシ
ロキサン、アルコキシカルバマトシラン、アルコキシカルバマトシロキサン、イミダトシ
ラン、ウレイドシラン、イソシアナトシラン、イソチオシアナトシラン、その縮合物、お
よびその２種以上の組み合わせから選択されてもよい。適切な架橋剤の例は、オルトケイ
酸テトラエチル（ＴＥＯＳ）；メチルトリメトキシシラン（ＭＴＭＳ）；メチルトリエト
キシシラン；ＴＥＯＳの重縮合物、メチルトリメトキシシラン（ＭＴＭＳ）；ＭＴＭＳの
重縮合物、ビニルトリメトキシシラン；ビニルトリエトキシシラン；メチルフェニルジメ
トキシシラン；３，３，３－トリフルオロプロピルトリメトキシシラン；メチルトリアセ
トキシシラン；ビニルトリアセトキシシラン；エチルトリアセトキシシラン；ジ－ブトキ
シジアセトキシシラン；フェニルトリプロピオノキシシラン；メチルトリス（メチルエチ
ルケトキシモ）シラン；ビニルトリス（メチルエチルケトキシモ）シラン；３，３，３－
トリフルオロプロピルトリス（メチルエチルケトキシモ）シラン；メチルトリス（イソプ
ロペノキシ）シラン；ビニルトリス（イソプロペノキシ）シラン；ポリケイ酸エチル；ジ
メチルテトラアセトキシジシロキサン；オルトケイ酸テトラ－ｎ－プロピル；メチルジメ
トキシ（エチルメチルケトオキシモ）シラン；メチルメトキシビス（エチルメチルケトオ
キシモ）シラン；メチルジメトキシ（アセトアルドキシモ）シラン；メチルジメトキシ（
Ｎ－メチルカルバマト）シラン；エチルジメトキシ（Ｎ－メチルカルバマト）シラン；メ
チルジメトキシイソプロペノキシシラン；トリメトキシイソプロペノキシシラン；メチル
トリイソプロペノキシシラン；メチルジメトキシ（ブタ－２－エン－２－オキシ）シラン
；メチルジメトキシ（１－フェニルエテノキシ）シラン；メチルジメトキシ－２－（１－
カルボエトキシプロペノキシ）シラン；メチルメトキシジ（Ｎ－メチルアミノ）シラン；
ビニルジメトキシ（メチルアミノ）シラン；テトラ－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノシラン；メ
チルジメトキシ（メチルアミノ）シラン；メチルトリ（シクロヘキシルアミノ）シラン；
メチルジメトキシ（エチルアミノ）シラン；ジメチルジ（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）シラ
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ン；メチルジメトキシ（イソプロピルアミノ）シラン；ジメチルジ（Ｎ，Ｎ－ジエチルア
ミノ）シラン；エチルジメトキシ（Ｎ－エチルプロピオンアミド）シラン；メチルジメト
キシ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルトリス（Ｎ－メチルアセトアミド）シラ
ン；エチルジメトキシ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルトリス（Ｎ－メチルベ
ンズアミド）シラン；メチルメトキシビス（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルジ
メトキシ（カプロラクタモ）シラン；トリメトキシ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；
メチルジメトキシ（エチルアセトイミダト）シラン；メチルジメトキシ（プロピルアセト
イミダト）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－トリメチルウレイド）シラン；
メチルジメトキシ（Ｎ－アリル－Ｎ’，Ｎ’－ジメチルウレイド）シラン；メチルジメト
キシ（Ｎ－フェニル－Ｎ’，Ｎ’－ジメチルウレイド）シラン；メチルジメトキシイソシ
アナトシラン；ジメトキシジイソシアナトシラン；メチルジメトキシイソチオシアナトシ
ラン；メチルメトキシジイソチオシアナトシラン、その縮合物またはその２種以上の組み
合わせから選択されてもよい。
【００７４】
　一実施形態において、架橋剤は、組成物の約１～約１０重量％の、またはポリマー成分
（Ａ）１００重量部当たり約０．１～約１０重量部の量で存在してもよい。別の実施形態
において、架橋剤は、ポリマー成分（Ａ）１００重量部当たり約０．１～約５重量部の量
で存在してもよい。なお別の実施形態において、架橋剤は、ポリマー成分（Ａ）の１００
重量部当たり約０．５～約３重量部の量で存在してもよい。本明細書および特許請求の範
囲中の他の箇所のように、ここでも、数値を組み合わせて新規または未開示の範囲を形成
してもよい。
【００７５】
　プレポリマーＺ’－Ｘ－Ｚ’間の反応によって消費されず、Ｒ5から選択される追加の
官能基を含む成分（Ａ）の０．１重量％を超える量の追加のアルコキシシランは、また接
着促進剤として働くことができ、接着促進剤成分（Ｄ）および／または補助成分（Ｈ）に
定義され数えられる。
【００７６】
　一実施形態において、縮合促進剤（Ｃ）はアミド化合物を含む。本発明者らは、アミド
化合物が反応性シリル基を有する化合物を含む組成物の硬化を加速することができること
を見いだした。アミド化合物は、一実施形態において、さらにそのような組成物における
触媒と考えることができる。
【００７７】
　一実施形態において、縮合硬化促進剤（Ｃ）は、式（６）：
　Ｒ17

nＪ（Ｏ）xＮＲ18Ｒ19（６）
　［式中、Ｊは、炭素、リンおよび硫黄から選ばれ；Ｊが炭素またはリンの場合、ｘは１
であり；Ｊが硫黄である場合、ｘは２であり；Ｒ17、Ｒ18およびＲ19は、アルキル、置換
アルキル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、炭素環、複素環
、アリールまたはヘテロアリール、置換オルガノシランまたは置換オルガノシロキサン、
Ｒ17、Ｒ18およびＲ19のポリマーまたはオリゴマーから独立して選ばれる。］のアミド化
合物を含む。
【００７８】
　一実施形態において、Ｒ17、Ｒ18およびＲ19は、置換もしくは非置換、分岐もしくは直
鎖Ｃ1－Ｃ30アルキル；置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ18アルケニル；置
換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ18アルキニル；－（ＯＣＨ2ＣＨ2）1-15Ｏ
Ｈ；－（ＯＣ3Ｈ6）1-15ＯＨ；置換もしくは非置換、飽和もしくは不飽和の炭素環もしく
は複素環；または置換もしくは非置換のアリールもしくはヘテロアリールから独立して選
ばれる。一実施形態において、Ｒ17、Ｒ18およびＲ19は、置換もしくは非置換、分岐もし
くは直鎖Ｃ1－Ｃ9アルキル；置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ9 アルケニ
ル；置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ9アルキニル；－（ＯＣＨ2ＣＨ2）1-

7－Ｒ；－（ＯＣ3Ｈ6）1-7－Ｒ；置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ1－Ｃ5アルキ
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ル；置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ5アルケニル；置換もしくは非置換、
分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ5アルキニル；置換もしくは非置換、飽和もしくは不飽和の炭素
環もしくは複素環；または置換もしくは非置換のアリールもしくはヘテロアリールである
。
【００７９】
　一実施形態において、Ｒ17、Ｒ18およびＲ19は、置換もしくは非置換、分岐もしくは直
鎖Ｃ1－Ｃ5アルキル；置換もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ5アルケニル；置換
もしくは非置換、分岐もしくは直鎖Ｃ2－Ｃ5アルキニル；シクロプロピル、シクロブチル
、シクロペンチル、シクロヘキシル、ピロリジニル、ピペリジル、イミダゾリジニル、ピ
ラゾリジニル、ピラゾリニル、ピペラジニル、モルホリニル、クロマニル、インドリニル
など（その対応するイソ形を含めて）から選択される、置換もしくは非置換、飽和もしく
は不飽和の炭素環もしくは複素環；またはフェニル、ベンジル、ナフチル、フリル、ベン
ゾフラニル、ピラニル、ピラジニル、チエニル、ピロリル、イミダゾリル、ピリジル、ピ
リミジニル、ピリダジニル、インドリル、インドリジニル、インドアゾリル、プリニル、
キノリル、チアゾリル、フタラジニル、キノキサリニル、キナゾリニル、ベンゾチエニル
、アントリル、フェナントリルなど（その対応するイソ形を含めて）から選択される、置
換もしくは非置換、縮合もしくは非縮合のアリールもしくはヘテロアリールから独立して
選ばれる。
【００８０】
　一実施形態において、Ｒ17、Ｒ18およびＲ19は、メチル、エチル、プロピル、イソプロ
ピル、ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、２－エチルヘキシル、シクロペンチル、
シクロヘキシル、フェニル、ピリジニルまたはピロリジニルから独立して選ばれる。
【００８１】
　今論じたＲ17、Ｒ18およびＲ19基は、アルキル、アルケニル、アルキニル、炭素環およ
び複素環がそれ自体、非置換でも置換であってもよいことを企図する。アルキル、アルケ
ンおよびアルキン基は、示すように、直鎖または分岐構造であってもよい。不飽和の部分
、例えばアルケン、アルキン、不飽和炭素環または不飽和複素環について、不飽和度は、
特定の部分内で１個の不飽和から可能な最大値に変化してもよい。不飽和基はまた、二重
および三重結合の混合であってもよい。
【００８２】
　一実施形態において、Ｒ18は水素であり、Ｒ19はＣ1-Ｃ10直鎖または分岐アルキル基で
あり、Ｒ17はＣ10－Ｃ30直鎖または分岐アルキル基である。
【００８３】
　アミドは任意の適切なプロセスまたは反応によって調製することができる。一実施形態
において、アミドは、アミンを好適な酸と反応させることにより調製される（例えば、カ
ルボン酸、スルホン酸、リン酸などと反応させたアミド）。一実施形態において、アミド
は、組成物の調合前に他の成分と一緒に適切な酸およびアミンを混合し約３０℃～約９０
℃の温度でそれらを加熱することにより、または約３０℃～約９０℃の温度でアミンおよ
び酸を混合し他の成分と混合することによってインサイチューで製造することができる。
【００８４】
　一実施形態において、アミド化合物が、成分（Ａ）１００重量部に対して約０．０００
１～約１０重量部；成分（Ａ）１００重量部当たり約０．００１～約７重量部；成分（Ａ
）１００重量部当たり約０．０１～約５重量部；成分（Ａ）１００重量部当たり約０．１
～約２．５重量部の量で存在するか加えられるように縮合硬化促進剤（Ｃ）を硬化性組成
物に加えることができる。なお別の実施形態において、アミド化合物は、ポリマー（Ａ）
１００重量部当たり約０．００５～約７．０重量部；０．０１～約７．０重量部；約０．
０５～約５重量部；約０．１～２．５重量部；約０．５～約２重量部；さらに約１～約１
．５重量部の量で硬化性組成物に加えることができる。別の実施形態において、アミド化
合物は、成分（Ａ）１００重量部当たり約０．００５～約０．０５重量部の量で存在する
。本明細書および特許請求の範囲中の他の箇所のように、ここでも、数値を組み合わせて
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新規または未開示の範囲を形成することができる。促進剤としてのアミド化合物の量の増
加は、表面硬化の硬化速度を高め、指触乾燥表面およびバルクを通しての完全硬化の硬化
時間を減少させる。
【００８５】
　本組成物は、成分（Ａ）または（Ｂ）とは異なる接着促進剤成分（Ｄ）をさらに含む。
一実施形態において、接着促進剤（Ｄ）は、成分（Ｂ）のシランと同一でないか、または
ポリマー（Ａ）を末端封鎖するのに必要なシランの量を超える量で存在する、基Ｒ5、例
えば、アミノシランおよび他のシランを含む有機官能性シランであってもよい。（Ａ）を
作製する反応における未反応シラン（Ｂ）または（Ｄ）の量は、末端封鎖反応の後、２０
０℃までのより高温および１ｍｂａｒまでの真空で（Ａ）の０．１重量％を超えて遊離シ
ランを蒸発させることで規定することができる。
【００８６】
　したがって、有利には、所望の場合、反応性シリル基を含有するシリコーン／非シリコ
ーンポリマーの金属錯体の触媒作用による縮合硬化の速度を微調整するために、幾つかの
選択されるアミンを添加することができる。
【００８７】
　一実施形態において、本組成物は、一般式（７）：
Ｒ5

gＲ
1
dＳｉ（Ｒ2）4-d-g（７）

［式中、Ｒ5はＥ－（ＣＲ3
2）h－Ｗ－（ＣＨ2）h－であり；Ｒ1、Ｒ2およびｄは上記の通

りであり；ｇは１または２であり；ｄ＋ｇ＝１～２であり；ｐは０～８であり、同一でも
異なっていてもよい。］によって記載される基Ｒ5を含む接着促進剤（Ｄ）を含む。
【００８８】
　適切な化合物の非限定的な例は以下を含む：
Ｅ1－（ＣＲ3

2）p－Ｗ－（ＣＨ2）p－ＳｉＲ1
d（Ｒ2）3-d（７ａ）または（７ｄ）

Ｅ2－［（ＣＲ3
2）p－Ｗ－（ＣＨ2）p－ＳｉＲ1

d（Ｒ2）3-d］j（７ｂ）または（７ｆ）
式中、ｊは２～３である。
【００８９】
　基Ｅは、基Ｅ1またはＥ2のいずれかから選択されてもよい。Ｅ1は、アミン、－ＮＨ2、
－ＮＨＲ、－（ＮＨＣ2Ｈ5）aＮＨＲ、ＮＨＣ6Ｈ5、ハロゲン、擬ハロゲン、最大１４個
の炭素原子を有する不飽和脂肪族基、最大１４個の炭素原子を有するエポキシ基含有脂肪
族基、シアヌラート含有基およびイソシアヌラート含有基を含む一価の基から選択されて
もよい。Ｅ2は、アミンおよびポリアミンからなる二価または多価の基からなる群から選
択されてもよい。基Ｗは基Ｗ1またはＷ2のいずれかから選択されてもよい。Ｗ1は、単結
合、－ＣＲ2－、－Ｏ－、－ＮＲ－、－Ｓ－、－Ｓ－Ｓ－、－Ｓ－Ｓ－Ｓ－Ｓ－、－Ｓｉ
Ｒ2－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ－、－ＮＲ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－ＲＮ－ＣＯ－ＮＲ－、－Ｓ－Ｃ（Ｓ
）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｓ）－Ｓ－，－ＮＲ－Ｃ（Ｏ）－Ｓ－、－Ｓ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ－、
－Ｓ－Ｃ（Ｓ）－Ｓ－、－ＳＯ2－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ）－、－Ｏ－Ｐ（Ｏ
）（ＯＲ）－Ｏ－から選択されるヘテロ原子基、およびエポキシ単位からなる群から選択
されてもよい。Ｗ2は、単結合、－ＣＲ2－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ－Ｓ－、－Ｓ－Ｓ－Ｓ
－Ｓ－、－ＳｉＲ2－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｓ－
Ｃ（Ｓ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｓ）－Ｓ－、－Ｓ－Ｃ（Ｓ）－Ｓ－、－ＳＯ2－、－Ｓ（Ｏ
）－、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ）－、－Ｏ－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ）－Ｏ－から選択されるヘテロ原子基
およびエポキシ単位からなる群から選択されてもよい。Ｒ5は、水素および上に定義され
るＲから選択されてもよい。Ｒ1は、上に定義されるのと同一でも異なっていてもよい。
Ｒ3は、メチル、エチルなどのＣ1－Ｃ8－アルキル、Ｃ3－Ｃ12－アルコキシアルキル、Ｃ

2－Ｃ22－アルキルカルボキシ、およびＣ4－Ｃ100－ポリアルキレンオキシドから選択さ
れてよく、同一でも異なっていてもよい。
【００９０】
　接着促進剤成分（Ｄ）の非限定的な例は以下を含む：
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　［式中、Ｒ1、Ｒ2およびｄは上に定義された通りである。］。接着促進剤成分（Ｄ）の
例は、式（７ａ－７ｌ）の化合物を含む。さらに、化合物（Ｄ）の式（７ｂ）は、式（７
ｍ）：
【化２】

［式中、Ｒ、Ｒ2、Ｒ5およびｄは上に定義された通りであり；ｋは０～６（一実施形態に
おいて、望ましくは０）であり；ｂは上記の通り（一実施形態において望ましくは０～５
）であり；ｌ＋ｂ≦１０である。］の化合物を含むものとする。一実施形態において、Ｒ
5は以下から選択される：



(25) JP 2016-527344 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

【化３】

【００９１】
　接着促進剤の例示の基は、アミノ基含有シランカップリング剤からなる群から選択され
る。アミノ基含有シラン接着促進薬剤（Ｄ）は、加水分解性基に結合したシリコン原子を
含有する基（以下、シリコン原子に結合した加水分解性基と称する）およびアミノ基を有
する酸性化合物である。その特定の例は、上記の加水分解性基を有する同一のシリル基を
含む。これらの基の中でも、メトキシ基およびエトキシ基が特に適切である。加水分解性
基の数は２個以上であってもよく、３個以上の加水分解性基を有する化合物が特に適切で
ある。
【００９２】
　他の適切な接着促進剤（Ｄ）の例は、Ｎ－（２－アミノエチル）アミノプロピルトリメ
トキシシラン、ガンマ－アミノプロピルトリエトキシシラン、ガンマ－アミノプロピルト
リメトキシシラン、ビス（３－トリメトキシシリルプロピル）アミン、Ｎ－フェニル－ガ
ンマ－アミノプロピルトリメトキシシラン、トリアミノ官能性トリメトキシシラン、ガン
マ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、ガンマ－アミノプロピルメチルジエトキシ
シラン、メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラン、メチルアミノプロピルトリメト
キシシラン、ガンマ－グリシドキシプロピルエチルジメトキシシラン、ガンマ－グリシド
キシプロピルトリメトキシシラン、ガンマ－グリシドキシエチルトリメトキシシラン、ガ
ンマ－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、ガンマ－グリシドキシプロピルメ
チルジエトキシシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキ
シシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルメチルジメトキシシラン
、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、ベータ－（
３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルメチルジエトキシシラン、エポキシリモニルト
リメトキシシラン、イソシアナトプロピルトリエトキシシラン、イソシアナトプロピルト
リメトキシシラン、イソシアナトプロピルメチルジメトキシシラン、ベータ－シアノエチ
ルトリメトキシシラン、ガンマ－アクリロキシプロピルトリメトキシシラン、ガンマ－メ
タクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン、アルファ，オメガ－ビス（アミノアルキ
ルジエトキシシリル）ポリジメチルシロキサン（Ｐｎ＝１－７）、アルファ，（オメガ－
ビス（アミノアルキルジエトキシシリル）オクタメチルテトラシロキサン、４－アミノ－
３，３－ジメチルブチルトリメトキシシラン、およびＮ－エチル－３－トリメトキシシリ
ル－２－メチルプロパンアミン、３－（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピル）トリメトキシ
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シランまたはその２種以上の組み合わせなどを含むがこれらに限定されない。特に適切な
接着促進剤は、ビス（アルキルトリアルコキシシリル）アミンおよびトリス（アルキルト
リアルコキシシリル）アミンを含み、ビス（３－トリメトキシシリルプロピル）アミンお
よびトリス（３－トリメトキシシリルプロピル）アミンを含むがこれらに限定されない。
【００９３】
　また、これらの修飾により得られる誘導体、例えば、アミノ修飾シリルポリマー、シリ
ル化アミノポリマー、不飽和アミノシラン錯体、フェニルアミノ長鎖アルキルシランおよ
びアミノシリル化シリコーンを使用することが可能である。これらのアミノ基含有シラン
カップリング剤は単独で使用されてもよく、または２種類以上のこれらを組み合わせて使
用されてもよい。
【００９４】
　また、上記の窒素含有接着促進剤成分と異なる接着促進剤成分を使用することが可能で
ある。そのような他の接着促進剤は、ＥがＥ1またはＥ2であってもよい先に記載されたよ
うな式（７）、（７ａ）および（７ｂ）によって記載されるものを含んでもよい。これら
の他の接着促進剤において、Ｅ1は、ハロゲン、擬ハロゲン、最大１４の炭素原子を有す
る不飽和脂肪族基、および最大１４の炭素原子を有するエポキシ基含有脂肪族基から選択
されてもよい。Ｅ2は、スルフィド、スルファート、ホスファート、ホスファイトからな
る二価または多価の基、ならびにＲ4およびＯＲ３基を含むことができるポリオルガノシ
ロキサン基からなる群から選択されてもよい。窒素を含まない接着促進剤成分については
、基Ｗは、上記のように、基Ｗ2から選択される。適切な接着促進剤の例は、メタクリロ
キシプロピルトリメトキシシラン、メタクリロキシプロピルトリエトキシシラン、グリシ
ドキシプロピルエチルジメトキシシラン、グリシドキシプロピルエチルジエトキシシラン
、グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、グリシドキシプロピルメチルジエトキ
シシラン、グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、グリシドキシプロピルトリエトキ
シシラン、グリシドキシエチルトリメトキシシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロ
ヘキシル）エチルトリメトキシシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エ
チルメチルジメトキシシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリ
エトキシシラン、ベータ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルメチルジエトキシ
シラン、エポキシリモニルトリメトキシシラン、エポキシリモニルトリエトキシシラン、
ガンマ－アクリロキシプロピルトリメトキシシラン、ガンマ－メタクリロキシプロピルメ
チルジメトキシシラン、またはその２種以上の組み合わせを含む。
【００９５】
　接着促進剤（Ｄ）は、ポリマー成分（Ａ）１００部に対して約０．１から約１５．０重
量％の量で存在してもよい。一実施形態において、接着促進剤は、ポリマー成分（Ａ）１
００部に対して約０．１５から約２．０重量％の量で存在してもよい。別の実施形態にお
いて、接着促進剤は、ポリマー成分（Ａ）の約０．５から約１．５重量％の量で存在して
もよい。このように（Ａ）の組成物中の（Ｄ）の量を定義するが、ポリマー（Ａ）の末端
封鎖から来る遊離シランの含有量は、０．１重量％未満である。
【００９６】
　本組成物は、充填剤成分（Ｅ）をさらに含んでよい。充填剤成分（複数可）（Ｅ）には
、補強または半補強充填剤として使用する、すなわち硬化後、より高い引張強度を達成す
るなどの様々な機能があってもよい。充填剤成分には、また、粘度を上げ擬似塑性／剪断
薄化を確立しチキソトロピー挙動を示す能力があってもよい。非補強充填剤は体積増量剤
として働いてもよい。補強充填剤は、ＢＥＴ表面に関連する５０ｍ2／ｇを超える比表面
積を有することを特徴とし、半補強充填剤は、１０－５０ｍ2／ｇの範囲の比表面積を有
する。いわゆる増量充填剤は、好ましくはＢＥＴ法による１０ｍ2／ｇ未満の比表面積お
よび１００μｍ未満の平均粒径を有する。一実施形態において、半補強充填剤は、炭酸カ
ルシウム充填剤、シリカ充填剤またはその混合物である。適切な補強充填剤の例は、フュ
ームドシリカまたは沈降シリカを含むがこれらに限定されず、オルガノシランまたはシロ
キサンで部分的にまたは完全に処理してそれほど親水性でなくし、水含有率を減らすか、
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または組成物の粘度および貯蔵安定性を制御することができる。これらの充填剤は疎水性
充填剤と命名される。商品名は、アエロジル（Ａｅｒｏｓｉｌ）（登録商標）、ＨＤＫ（
登録商標）、Ｃａｂ－Ｏ－Ｓｉｌ（登録商標）などである。
【００９７】
　適切な増量充填剤の例は、粉砕シリカ（セライト（Ｃｅｌｉｔｅ）（商標））、沈降性
およびコロイド質炭酸カルシウム（これらはステアラートまたはステアリン酸などの化合
物で必要に応じて処理される）；フュームドシリカ、沈降シリカ、シリカゲルならびに疎
水化シリカおよびシリカゲルなどの補強シリカ；砕き粉砕した石英、クリストバライト、
アルミナ、水酸化アルミニウム、二酸化チタン、酸化亜鉛、珪藻土、酸化鉄、カーボンブ
ラック、アクリロニトリル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリテトラフルオロエチレ
ンおよびグラファイトなどの粉末化熱可塑性樹脂、またはカオリン、ベントナイトまたは
モンモリロナイト（処理／未処理の）などの粘土などを含むがこれらに限定されない。
【００９８】
　添加される充填剤の種類および量は、硬化したシリコーン／非シリコーン組成物の所望
の物理的性質に依存する。したがって、充填剤は、単一の種または２種以上の混合物であ
ってもよい。増量充填剤は、成分（Ａ）１００部に対して組成物の約０から約３００重量
％存在することができる。補強充填剤は、成分（Ａ）１００部に対して、組成物の約５か
ら約６０重量％、好ましくは５から３０重量％存在することができる。
【００９９】
　本組成物は、硬化修飾剤（Ｆ）を必要に応じて含み、これは、接着促進剤およびアミド
促進剤と組み合わせて、（そのような化合物のない状態での硬化と比較して）硬化を加速
することができる。硬化速度修飾成分（Ｆ）は、組成物の約０．０１～約５重量％の量で
存在してもよい。別の実施形態において、成分（Ａ）１００重量部当たり０．０１～約８
重量部使用され、より好ましくは成分（Ａ）１００重量部当たり０．０２～３重量部、最
も好ましくは成分（Ａ）１００重量部当たり０．０２～１重量部が使用される。
【０１００】
　成分（Ｆ）は、限定されずに、様々なリン酸エステル；ホスホナート；ホスファイト；
ホスホナイト；スルファイト；スルファート；擬似ハロゲニド；酢酸、ラウリン酸、ステ
アリン酸およびバーサティック酸（ｖｅｒｓａｔｉｃ　ａｃｉｄ）を含むがこれらに限定
されないカルボン酸；ｐ－トルエンスルホン酸およびメタンスルホン酸を含むがこれらに
限定されないアルキルおよびアリールスルホン酸；塩酸、リン酸およびホウ酸を含むがこ
れらに限定されない無機酸などの酸性化合物；トリオクチルアミンを含むがこれらに限定
されないアミン；テトラメチルグアニジンを含むがこれらに限定されないグアニジン；１
，８－ジアザビシクロ［５．４．０］－７－ウンデセン（ＤＢＵ）および１，５－ジアザ
ビシクロ［４．３．０］ノナ－５－エン（ＤＢＮ）を含むがこれらに限定されないアミジ
ン；ならびに水酸化リチウムおよびナトリウムメトキシドを含むがこれらに限定されない
無機塩基；またはその２種以上の組み合わせなどを含む様々な物質から選ばれてもよい。
いかなる特定の理論にも束縛されないが、成分（Ｆ）は、一実施形態において、環境空気
に接する使用の前にカートリッジ中に密封される場合、より長い貯蔵期間を保証するため
の安定剤として有用である。例えば、アルコキシ末端ポリシロキサンは、カートリッジ中
での貯蔵後、硬化能力を失う場合があり、硬化条件下で硬度の低下を示す。そのため、数
か月にわたり貯蔵期間または硬化能力を延長することができる、式（８）
Ｏ＝Ｐ（ＯＲ20）3-c（ＯＨ）c　　　（８）
の化合物を添加することは有用であり得る。ここで、ｃは上に定義した通りであり；Ｒ20

は、直鎖または分岐、必要に応じて置換されたＣ1－Ｃ30アルキル基、直鎖もしくは分岐
Ｃ5－Ｃ14シクロアルキル基、Ｃ6－Ｃ14アリール基、Ｃ6－Ｃ31アルキルアリール基、直
鎖もしくは分岐Ｃ2－Ｃ30アルケニル基、または直鎖もしくは分岐Ｃ1－Ｃ30アルコキシア
ルキル基、Ｃ4－Ｃ300ポリアルケニレンオキシド基（ポリエーテル）、例えばマルロホー
ル（Ｍａｒｌｏｐｈｏｒ）（登録商標）Ｎ５酸、トリオルガニルシリル－およびジオルガ
ニル（Ｃ1－Ｃ8）アルコキシシリル基の群から選択される。ホスファートはまた、第１級
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および第２級のエステルの混合物を含むことができる。適切なホスホナートの非限定的な
例は、１－ヒドロキシエタン－（１，１－ジホスホン酸）（ＨＥＤＰ）、アミノトリス（
メチレンホスホン酸）（ＡＴＭＰ）、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸
（ＤＴＰＭＰ）、１，２－ジアミノエタン－テトラ（メチレンホスホン酸）（ＥＤＴＭＰ
）、およびホスホノブタントリカルボン酸（ＰＢＴＣ）を含む。
【０１０１】
　別の実施形態において、式Ｏ＝Ｐ（ＯＲ21）3-g（ＯＨ）g［式中、ｇは１または２であ
り、Ｒ21は、Ｒ20または１個または複数のアミノ基を有する二価または多価炭化水素とし
て定義される。］の化合物が存在してもよくまたは加えられてもよい。
【０１０２】
　別の種類は、アルキルホスホン酸、好ましくはヘキシルまたはオクチルホスホン酸など
の式Ｒ6Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）2のホスホン酸化合物である。
【０１０３】
　一実施形態において、酸性化合物は、式（Ｒ22Ｏ）ＰＯ（ＯＨ）2のリン酸モノエステ
ル；式Ｒ22Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）2のホスホン酸；または式（Ｒ8Ｏ）Ｐ（ＯＨ）2の亜リン酸
モノエステルから選択されてもよく、ここで、Ｒ22は、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ2－Ｃ20ア
ルコキシアルキル、フェニル、Ｃ7－Ｃ12アルキルアリール、Ｃ2－Ｃ4ポリアルキレンオ
キシドエステルまたはジエステルとのその混合物などである。
【０１０４】
　別の実施形態において、成分（Ｆ）は、アルファ第三級炭素を有するＣ5－Ｃ19酸を含
む分岐Ｃ4－Ｃ30アルキルカルボン酸またはその２種以上の組み合わせのような酸性化合
物である。そのような適切な化合物の例は、Ｖｅｒｓａｔｉｃ（商標）Ａｃｉｄ、ラウリ
ン酸、およびステアリン酸を含むがこれらに限定されない。一実施形態において、酸性化
合物は、分岐アルキルカルボン酸を含む混合物であってもよい。一実施形態において、酸
性化合物は、主として第三級脂肪族Ｃ10カルボン酸の混合物である。
【０１０５】
　一般に、硬化速度修飾成分（Ｆ）は、促進剤（Ｃ）に対して１以下のモル比で加えられ
る。実施形態において、硬化速度修飾成分（Ｆ）は、（Ｆ）：（Ｃ）が１：１５～１：１
のモル比で加えられる。
【０１０６】
　一実施形態において、本組成物は、（Ｇ）有機官能性シリコン化合物、低分子量有機ポ
リマー、高沸点溶媒、またはその２種以上の組み合わせをさらに含むことができる。有機
官能性シリコン化合物は、有機官能性シランおよび／または有機官能性シロキサンを含む
がこれらに限定されない。カルボン酸触媒成分を含めた、有機官能性シラン、有機官能性
シロキサンおよび／または低分子量有機ポリマーの使用は、組成物の特性を高めることが
できることがわかった。本組成物は、貯蔵中の安定性を保持し相分離を示さないだけでな
く、なお良好な硬化能力および接着も示す。
【０１０７】
　低分子量有機ポリマー、高沸点溶媒および有機官能性シリコン化合物も、本明細書にお
いて増量剤と称されてもよい。
【０１０８】
　増量剤として適切な低分子量有機ポリマーは、１５０℃より高い沸点；一実施形態にお
いて１５０℃～４５０℃の沸点を有する化合物または材料を含む。増量剤として適切な低
分子量化合物の例は、反復エーテル連結－Ｒ－Ｏ－Ｒ－を含有するポリエーテルポリオー
ルを含むがこれらに限定されず、末端官能基として２個以上のヒドロキシル基、またはそ
の２種以上の組み合わせを有する。一実施形態において、ポリエチレングリコールは増量
剤として用いることができる。
【０１０９】
　増量剤として適切な高沸点分子は、少なくとも１５０℃の沸点、例えば、１５０℃～４
５０℃の間、２２５℃～３７５℃の間、さらに２７５℃～３２５℃の間の沸点を有する高
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沸点溶媒を含む。増量剤としての高沸点溶媒の例は、ＤＭＦ、ＤＭＳＯ、カルビトールま
たはその２種以上の組み合わせを含むがこれらに限定されない。
【０１１０】
　有機官能性シリコン化合物は、カルボン酸、エステル、ポリエーテル、アミド、アミン
、アルキル、アリール、芳香族グラフト化シロキサンもしくは末端封鎖シロキサン、有機
ポリマー、またはその２種以上の組み合わせを含むがこれらに限定されない様々な化合物
から選ぶことができる。例えば、有機官能性シリコンは、例えば、メチル停止ＰＤＭＳな
どのアルキル停止シロキサンであってもよい。有機官能性シリコン化合物は、有機シリコ
ン化合物と称することができる。有機シリコン化合物は直鎖でも分岐していてもよい。適
切な有機官能性シリコン化合物の例は、ヒドリド官能性シロキサン、ビニル官能性シロキ
サン、ヒドロキシル官能性シロキサンおよびアミノ官能性シロキサンを含むがこれらに限
定されない。一実施形態において、増量剤は、例えば、ヒドリド末端ポリジメチルシロキ
サン、シラノール末端ポリジメチルシロキサン、ビニル末端ポリジメチルシロキサンまた
はアミノ末端ポリジメチルシロキサンなどの有機官能性ポリジメチルシロキサン化合物で
ある。
【０１１１】
　一実施形態において、本組成物は、式：
　Ｍ　Ｄh　Ｄ’k　Ｔz Ｔ’j　Ｍ
［式中、ＭはＲ6

3ＳｉＯ1/2を表し；ＤはＲ7
2ＳｉＯ2/2であり；Ｄ’はＲ8

2ＳｉＯ2/2で
あり、ＴはＲ9ＳｉＯ3/2であり；Ｔ’はＲ10ＳｉＯ3/2であり；Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9およ
びＲ10は、水素および一価有機基、例えば、アルキル基、ヘテロアルキル基、アルケニル
基、ヘテロアルケニル基、シクロアルキル基、ヘテロシクロアルキル、アリール基、ヘテ
ロアリール基、アリールオキシ基、アラルキル基、ヘテロアラルキル基、アルキルアリー
ル基、ヘテロアルキルアリール基、エポキシ基、アミノ基、メルカプト基、トリフルオロ
プロピル基、ポリアルキレンオキシド基、シリコン含有アルキル基、シリコン含有アリー
ル基、アルキル、アリール、アルキルアリール、または少なくとも２個のＲ6、２個のＲ7

または２個のＲ8基によって形成されたアラルキルブリッジから独立して選ばれる。］の
有機官能性シロキサンを含む。ｈ、ｋ、ｚおよびｊの値は変化してもよく、本発明のポリ
マーの所望の最終粘度に強く依存する。一実施形態において、有機官能性シリコン化合物
の粘度は、２５℃で約１センチストーク（ｃＳｔ）～２５℃で約２，０００，０００セン
チストーク（ｃＳｔ）の範囲の間にある。別の実施形態において、有機官能性シリコン化
合物の粘度は、２５℃で約１ｃＳｔ～２５℃で約２００，０００ｃＳｔの範囲の間にある
。また別の実施形態において、有機官能性シリコン化合物の粘度は、２５℃で約１ｃＳｔ
～２５℃で約１０，０００ｃＳｔの範囲の間にある。また別の実施形態において、有機官
能性シリコン化合物の粘度は、２５℃で約１ｃＳｔ～２５℃で約３，０００ｃＳｔの範囲
の間にある。本明細書および特許請求の範囲中の他の箇所のように、ここでも、数値を組
み合わせて新規または未開示の範囲を形成することができる。有機官能性シリコン化合物
は少なくとも１個の有機基を含む。一実施形態において、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8は、Ｃ１－
Ｃ１３アルキル基、Ｃ１－Ｃ１３アルコキシ基、Ｃ２－Ｃ１３アルケニル基、Ｃ２－Ｃ１
３アルケニルオキシ基、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル基、Ｃ３－Ｃ６シクロアルコキシ基、
Ｃ６－Ｃ１４アリール基、Ｃ６－Ｃ１０アリールオキシ基、Ｃ７－Ｃ１３アラルキル基、
Ｃ７－Ｃ１３アラルコキシ基、Ｃ７－Ｃ１３アルキルアリール基、Ｃ７－Ｃ１３アルキル
アリールオキシ基およびＣ２－Ｃ８エーテル基から独立して選ばれる。一実施形態におい
て、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9および／またはＲ10基の少なくとも１つは水素である。
【０１１２】
　一実施形態において、有機官能性シロキサン化合物は、アルコキシ基、アルキルアリー
ル基、エーテル基またはその２種以上の組み合わせを含む。適切なアルコキシ基の例は、
メトキシ、エトキシ、プロポキシ、イソプロポキシ、ブトキシ、イソブトキシなどを含む
がこれらに限定されない。適切なアルキルアリール基の例は、アルキルフェノールを含む
がこれらに限定されない。適切なエーテル基の例は、限定されずに、メチルエーテル基、
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エチルエーテル基、プロピルエーテル基、ブチルエーテル基など、およびその２種以上の
組み合わせなどのアルキルエーテルを含む。
【０１１３】
　一実施形態において、有機官能性シロキサンは式：
【化４】

　［式中、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、ｈおよびｋは上に記載されている。］であってもよい。一実
施形態において、有機官能性シリコン化合物の粘度は、２５℃で約１ｃＳｔ～２５℃で約
２，０００ｃＳｔである。一実施形態において、Ｒ6の少なくとも１つは、アルキル、ア
リール、アルコキシ、エーテル基、またはその２種以上の組み合わせから選ばれる。
【０１１４】
　一実施形態において、有機官能性シリコン化合物は式：

【化５】

　［式中、ｈおよびｋは上に記載されており、少なくとも１つのＲ6、Ｒ7またはＲ8は、
式：
【化６】

　｛式中、Ｒ11は結合または二価炭化水素であり、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15およびＲ16は
、水素、ヒドロキシ、アルキル、ヘテロアルキル、アルコキシ、アルケニル、ヘテロアル
ケニル、アルケニルオキシ、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、シクロアルコキシ
、アリール、ヘテロアリール、アリールオキシ、アラルキル、ヘテロアラルキル、アルキ
ルアリール、ヘテロアルキルアリール、アルキルアリールオキシ、アルキル、アラルキル
、アルキルアルコキシ、ジアルコキシ、ヘテロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロアラル
キル、またはＲ12－Ｒ13、Ｒ13－Ｒ14、Ｒ14－Ｒ15およびＲ15－Ｒ16の１つまたは複数に
よって形成されたヘテロアルキルアリールブリッジ、またはその２種以上の組み合わせか
ら独立して選ばれる。｝の群から選ばれる。］のものである。一実施形態において、有機
官能性シロキサンはアルキル停止されている。一実施形態において、有機官能性シロキサ
ンはメチル停止されている。一実施形態において、有機官能性シロキサンは式：
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【化７】

　［式中、Ｒ7、Ｒ8、ｈおよびｋは上に記載されている。］のものである。一実施形態に
おいて、有機官能性シロキサンは式：
【化８】

　［式中、ｖ＝０または１であり、ｂ＝０または１であり、Ｇは酸素原子または非置換二
価炭化水素基を表し、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、ｈおよびｋは上に記載されている。］のもの
である。
【０１１５】
　一実施形態において、有機官能性シロキサンは、例えばアルキルフェノール基などのア
ルキルアリール基を含む。一実施形態において、有機官能性シロキサンは式：

【化９】

　［式中、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、ｈおよびｋは上に記載されている。］のものである。
【０１１６】
　一実施形態において、有機官能性シリコン化合物は、加水分解性基を有する有機シリコ
ン化合物である。適切な加水分解性基の例は、アルコキシ基、アルコキシアルコキシ基、
またはその２種以上の組み合わせを含むがこれらに限定されない。適切な加水分解性基の
非限定的な例は、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、イソプロポキシ、ブトキシ、メトキ
シエトキシなど、およびその２種以上の組み合わせを含む。適切な有機シリコン化合物の
なおさらなる例は、テトラエトキシシラン、テトラメトキシシラン、メチルトリメトキシ
シラン、ビニルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、ビニルトリエトキシシ
ラン、オルトケイ酸エチル、オルトケイ酸プロピル、そのような化合物の部分的加水分解
物、およびその２種以上の組み合わせを含むがこれらに限定されない。
【０１１７】
　硬化性組成物はまた、可塑剤、顔料、安定剤、抗菌剤、殺菌剤、殺生剤Ｊおよび／また
は溶媒などの補助成分（Ｈ）を含んでもよい。反応性ポリオルガノシロキサン（Ａ）用の
好ましい可塑剤は、１０から３００シロキシ単位の鎖長を有するポリオルガノシロキサン
の群から選択される。好ましいものは、２５℃で１００から１０００ｍＰａ・ｓの粘度を
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有するトリメチルシリル末端ポリジメチルシロキサンである。任意選択の溶媒（分散媒体
または増量剤）の選択には、促進剤の一様な分散を確実にし、それによって硬化速度を変
える役割があってもよい。そのような溶媒には、トルエン、ヘキサン、クロロホルム、メ
タノール、エタノール、イソプロピルアルコール、アセトン、メチルエチルケトン、ジメ
チルホルムアミド（ＤＭＦ）、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）、Ｎ－メチルピロリジ
ノン（ΝΜΡ）および炭酸プロピレンなどの極性および無極性溶媒が含まれる。水は、高
速硬化二液型組成物ＲＴＶ－２を加速する追加の成分（Ｇ）であってもよく、それによっ
て水は、二種の組成物の一液中にあってもよい。溶媒を硬化および適用後に蒸発させなけ
ればならない場合、特に適切な無極性溶媒は、トルエン、ヘキサンなどを含むがこれらに
限定されない。別の実施形態において、溶媒は、アルキルベンゼン、フタル（ｐｈｔａｌ
ｉｃ）酸エステル、アリールスルホン酸エステル、リン酸トリアルキルエステルまたはリ
ン酸トリアリールエステルなどの高沸点炭化水素を含み、これらは低い蒸気圧を有してお
り、体積を増量して低コストを提供することができる。参照によって引用される例は、米
国特許第６，５９９，６３３号明細書；米国特許第４，３１２，８０１号明細書のもので
あってもよい。溶媒は、促進剤組成物の約２０から約９９重量％の量で存在することがで
きる。
【０１１８】
　本出願人は、促進剤としてアミド化合物を使用すると、スズ触媒を使用して製造された
組成物に匹敵する、指触乾燥時間、硬度、および／または硬化時間を示すが、スズ触媒を
使用して製造された材料と比較して良好な接着を提供する硬化ポリマーを与える硬化性組
成物を提供し得ることを見いだした。さらに、硬化特性は、１種または複数の接着促進剤
を含めたアミド化合物の使用により制御することができる。
【０１１９】
　一実施形態において、本発明による組成物は、１００重量％のポリマー成分（Ａ）；約
０．１～約１０重量％の架橋剤成分（Ｂ）；および約０．０１～約７重量％の硬化促進剤
（Ｃ）を含む。一実施形態において、本組成物は、約０．１～約１５、一実施形態におい
て、０．１５～１重量％の接着促進剤成分（Ｄ）；約０～約３００重量部の充填剤成分（
Ｅ）；約０．０１～約７重量％の酸性化合物（Ｆ）；必要に応じて０～約１５重量％の補
助成分（Ｇ）をさらに含み、ここで、成分（Ｂ）－（Ｇ）の重量％は、それぞれポリマー
成分（Ａ）１００部に対する。一実施形態において、本組成物は、成分（Ａ）１００重量
部当たり約０．００１～約１重量％の量の硬化速度修飾成分（Ｆ）を含む。なお別の実施
形態において、組成物は、成分（Ａ）１００重量％当たり約０．１～約０．８重量％の量
の促進剤（Ｃ）を含む。
【０１２０】
　硬化性組成物が一液型組成物、二液型組成物のいずれとして提供されてもよいことは理
解されよう。一液型組成物は、上記の様々な成分の混合物を含む組成物を指す。二液型組
成物は、別々に保存され、その後、硬化の適用直前に一緒に混合される第１の部分および
第２の部分を含むことができる。一実施形態において、二液型組成物は、ポリマー成分（
Ａ）および架橋剤成分（Ｂ）を含む第１の部分（Ｐ１）、ならびにアミド化合物を含む硬
化促進剤成分（Ｃ）を含む第２の部分（Ｐ２）を含む。第１および第２の部分は、特定の
目的または意図した使用のために要望に応じて他の成分（Ｆ）および／または（Ｇ）およ
び／またはＪを含んでもよい。例えば、一実施形態において、第１の部分（Ｐ１）は、接
着促進剤（Ｄ）および／または充填剤（Ｅ）を必要に応じて含んでよく、第２の部分（Ｐ
２）は、特定の目的または意図した使用のために要望に応じて、有機官能性シラン／シロ
キサン（Ｇ）など、および補助物質（Ｈ）、硬化速度修飾成分（Ｆ）および水を必要に応
じて含んでもよい。
【０１２１】
　一実施形態において、二液型組成物は、（ｉ）ポリマー成分（Ａ）、必要に応じて充填
剤成分（Ｅ）、および必要に応じて酸性化合物（Ｆ）を含む第１の部分；および（ｉｉ）
架橋剤（Ｂ）、促進剤成分（Ｃ）、接着促進剤（Ｄ）および酸性化合物（Ｆ）を含む第２
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の部分を含み、ここで、成分（ｉ）および（ｉｉ）の混合により硬化に適用されるまで、
部分（ｉ）および（ｉｉ）は別々に貯蔵される。
【０１２２】
　例示の二液型組成物は、１００重量部の成分（Ａ）および０から７０重量部の成分（Ｅ
）を含む第１の部分（ｉ）；ならびに０．１から５重量部の少なくとも１種の架橋剤（Ｂ
）；０．０１から４重量部の促進剤（Ｃ）；０．１から２重量部の接着促進剤（Ｄ）；お
よび０．０２から１重量部の硬化速度修飾成分（Ｆ）を含む第２の部分（ｉｉ）を含む。
【０１２３】
　別の例示の二液型組成物は、１００重量部の成分（Ａ）、０．１～５重量部の少なくと
も１種の架橋剤（Ｂ）、０～７０重量部の成分（Ｅ）；および０．０２～１重量部の硬化
速度修飾成分（Ｆ）を含む第１の部分（ｉ）、ならびに０．０１～４重量部の促進剤（Ｃ
）；必要に応じて０．１～２重量部の接着促進剤（Ｄ）；必要に応じて有機官能性シラン
／シロキサン（Ｇ）、および補助物質（Ｈ）を含む第２の部分（ｉｉ）を含む。
【０１２４】
　本硬化性組成物は、シーリング、型作製、グレイジング、原型作製の材料として；接着
剤として；汚物処理室の被膜として；異なる材料間の継手シール（例えばセラミックまた
は無機質表面と熱可塑性樹脂の間のシーラント）として；紙の離型として；含浸材料とし
てなどの材料としてを含む広範囲の用途において使用されてもよい。促進剤としてアミド
含有化合物を含む本発明による硬化性組成物は、例えば、一般目的および産業用のシーラ
ント、ポッティング化合物、コーキング材、建築使用のための接着剤または被膜、板ガラ
スが金属枠に固定され密封される断熱ガラス、構造グレイジング；金属板、車体、車両、
電子機器用のコーキング、接着剤などの広く様々な用途に適している可能性がある。さら
に、本組成物は、一液ＲＴＶ－１または二液ＲＴＶ－２調合物のいずれとしても使用され
てよく、広く様々な金属、無機質、セラミック、ゴムまたはプラスチック表面に接着する
ことができる。
【０１２５】
　硬化促進剤としてアミド化合物を含む硬化性組成物は、以下の実施例を参照してさらに
理解することができる。
実施例
実施例　１－１６
【０１２６】
　実施例１－１６を、表１－４の調合に従って成分Ａ（シラノール停止ＰＤＭＳ＋シリカ
充填剤＋低分子量ＰＤＭＳ）を成分Ｂ（架橋剤（例えばポリケイ酸エチル（ＥＰＳ）、接
着促進剤およびアミド硬化促進剤）に加えハウシルト（Ｈａｕｓｃｈｉｌｄ）ミキサーを
１．５分間使用して混合することにより調製する。混合した調合物を、換気フード内に置
いたテフロン型（長さｘ間口ｘ深さ約１０ｃｍｘ１０ｃｍｘ１ｃｍ）に注ぐ。表面硬化（
ＴＦＴ）およびバルク硬化を、時間（最大７日）の関数としてモニターする。比較例はア
ミド化合物を用いずに調製する。
表面硬化（ＴＦＴ）およびバルク硬化の測定
【０１２７】
　表面硬化は指触乾燥時間（ＴＦＴ）によって示す。通常のＴＦＴ測定において、ステン
レス鋼（ＳＳ）のおもり（重さ約１０ｇ）をテフロン型上に広げた調合物表面に置いて、
ＳＳおもりの表面に材料が付着するか否かで表面の粘着性を推量する。ＴＦＴは、非粘着
性表面を得るために要する時間として定義する。バルク硬化は、厚み全体（すなわち、最
上部から底部まで）にわたる調合物の完全硬化に要する時間であり、Ｓｈｏｒｅ　Ａ硬度
の測定または目視検査により時間の関数としてモニターする。
貯蔵安定性の測定
【０１２８】
　エージングの調査について、架橋剤、接着促進剤および硬化促進剤または保存安定化剤
を含有する予備混合した混合物を、（１）５０℃で４時間、または（２）７０℃で５日間
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オーブン中に維持し、その所定期間の後、混合物をオーブンから取り出し、室温にした。
ハウシルトミキサーを１．５分間使用して、混合物を化合物Ａと混合する。混合した調合
物は、換気フード内に置いたテフロン型（長さｘ幅ｘ深さ約１０ｃｍｘ１０ｃｍｘ１ｃｍ
）に注ぐ。表面硬化（ＴＦＴ）およびバルク硬化は、硬化ケーキの加速条件（湿度８５％
および８５℃）下で貯蔵した後、完全硬化および組成物がどの程度性能を維持するかを求
めるために時間（最大７日）およびＳｈｏｒｅ　Ａ硬度の関数としてモニターする。貯蔵
試験のために上げた温度は、室温（２５℃、相対湿度５０％）で一種類の時間経過におい
てより長い時間にわたって貯蔵効果をシミュレートするはずである。
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(37) JP 2016-527344 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

【表３】

【表４】

【０１２９】
　表１－４中のデータは、アミド化合物の使用が縮合硬化性系における硬化促進剤または
触媒としてスズの適切な置き換えとなり得ることを示す。実施例４－６は、接着促進剤の
アミド系化合物との組み合わせの使用が、組成物の硬化特性を改善し得ることを示す。異
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なる水準のアミド系化合物を使用し接着促進剤を変えることによって、組成物の特性は、
特定の目的または意図した適用のために調整または制御することができる。
【０１３０】
　本発明の実施形態を上に記載したが、本明細書を読んで理解すれば改変および変更を他
の者は思い付くことができる。以下の特許請求の範囲は、改変および変更が特許請求の範
囲またはその均等物の範囲内に含まれる限りそれらをすべて含むように意図される。



(39) JP 2016-527344 A 2016.9.8

10

20

30

40

【国際調査報告】



(40) JP 2016-527344 A 2016.9.8

10

20

30

40



(41) JP 2016-527344 A 2016.9.8

10

20

30

40

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｃ０９Ｄ 201/10     (2006.01)           Ｃ０９Ｄ  201/10     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)           Ｃ０９Ｄ    7/12     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/04     (2006.01)           Ｃ０９Ｄ  175/04     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｄ 167/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｄ  167/00     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｄ 171/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｄ  171/00     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｄ 169/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｄ  169/00     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｄ 123/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｄ  123/00     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｊ 201/10     (2006.01)           Ｃ０９Ｊ  201/10     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｊ  11/04     (2006.01)           Ｃ０９Ｊ   11/04     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)           Ｃ０９Ｊ   11/06     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｊ 175/04     (2006.01)           Ｃ０９Ｊ  175/04     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｊ 167/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｊ  167/00     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｊ 171/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｊ  171/00     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｊ 169/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｊ  169/00     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｊ 123/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｊ  123/00     　　　　        　　　　　
   　　　　                                Ｃ０９Ｋ    3/10     　　　Ｄ        　　　　　
   　　　　                                Ｃ０９Ｋ    3/10     　　　Ｑ        　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．テフロン

(72)発明者  ディンカー　スミ
            インド共和国　５６００６６　バンガロール　ヴァーサー　メイン　ロード　サバラハリ　ニアー
            　クンダナハリ　ゲート　スリラム　サムルディ　アパートメンツ　ピー　３０２
Ｆターム(参考) 4H017 AA03  AA24  AA27  AA29  AB03  AB07  AB13  AB15  AB17  AC03 
　　　　 　　        AC05  AC14  AC15  AC16  AC17  AD03 
　　　　 　　  4J002 AA051 BB201 CF271 CG021 CH051 CK021 CP032 CP061 CP062 DA039
　　　　 　　        DE109 DE119 DE139 DE149 DE239 DJ019 DJ039 EN009 EP007 EP017
　　　　 　　        ER009 ER029 EV239 EW019 EW069 EW129 EX036 EX068 EX076 EX078
　　　　 　　        EX086 FD019 FD146 FD157 FD158 GJ01  GJ02 
　　　　 　　  4J038 CB001 DD001 DE001 DF001 DF011 DG001 DL032 GA02  GA03  GA15 
　　　　 　　        HA026 HA216 HA446 HA556 JA03  JA35  JA61  JB01  JB12  JB20 
　　　　 　　        JC13  JC16  JC20  JC27  JC30  JC32  JC34  JC35  KA03  KA04 
　　　　 　　        KA08  KA20  MA09  NA11  NA12  NA27  PA19  PA20 
　　　　 　　  4J040 DA001 ED001 EE001 EE011 EF001 EK032 EL021 GA04  GA05  GA31 
　　　　 　　        HA026 HA136 HA306 HB03  HB34  HC01  HC16  HD17  HD21  HD28 
　　　　 　　        HD30  HD34  HD35  HD36  JA01  JA02  JA13  JB02  JB03  KA16 
　　　　 　　        KA17  KA23  KA26  KA42  LA06  LA11 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	search-report
	overflow

